
　８月２日㈮から５日㈪の４日間、大阪市にある観光
専門学校の学生が企画したツアーで、関西地区の小学
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島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
20
年
10
月
に
運
営
を
開

始
し
、
今
年
で
開
所
５
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　

こ
の
間
、
入
所
者
の
真
の
改
善
更
生

と
円
滑
な
社
会
復
帰
の
実
現
を
目
指
し

た
官
民
協
働
の
施
設
と
し
て
、
国
の
経

験
・
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
地
域
の
力
を

結
集
し
、「
共
に
創
る
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
官
と
民
そ
し
て
地
域
が
そ
れ
ぞ

れ
の
英
知
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活い

か
し

て
、
様
々
な
革
新
的
か
つ
挑
戦
的
な
取

組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

・
官
民
協
働
の
運
営

・
地
域
と
の
共
生

・
人
材
の
再
生

　

こ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
入
所
者

が
１
日
も
早
い
更
生
、
社
会
復
帰
を
果

た
し
、
再
び
犯
罪
を
犯
す
こ
と
の
な
い

よ
う
、
個
人
の
特
性
に
応
じ
た
各
種
改

善
指
導
の
実
施
や
社
会
復
帰
の
た
め
の

職
業
訓
練
を
充
実
さ
せ
た
施
設
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
材
の
雇
用
や
地
産
地
消
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
と

と
も
に
、
地
域
の
豊
富
な
自
然
を
活
か

し
た
農
業
を
構
外
作
業
と
し
て
実
施
し

た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
協
力
に
よ

る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
り
す

る
な
ど
、
島
根
県
や
浜
田
市
、
近
隣
市

町
村
の
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
て
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

施設見学会で、入所者が育てているパピーを見学する参加者

地
域
と
の
“
絆
”
で
社
会
復
帰
へ

　
　
　

～ 

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

開
所
５
周
年 

～

地
域
の
人
材
雇
用
や
地
産
池
消
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

運
営
の
基
本
方
針
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セ
ン
タ
ー
の
盲
導
犬
パ
ピ
ー
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
育
て
ら
れ
た
子
犬

（
パ
ピ
ー
）
か
ら
、
盲
導
犬
第
１
号

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
本
盲
導
犬
協

会
の
協
力
を
得
て
「
盲
導
犬
パ
ピ
ー

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
盲
導

犬
の
候
補
犬
と
な
る
子
犬（
パ
ピ
ー
）

を
生
後
60
日
か
ら
１
歳
に
な
る
ま
で

の
約
10
か
月
間
育
て
る
も
の
で
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
入
所
者

は
、
24
時
間
子
犬
と
生
活
を
共
に

し
、
え
さ
や
り
、
運
動
な
ど
の
世
話

を
し
な
が
ら
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
は
じ
め
と
す
る
し
つ
け
を
す
る

と
と
も
に
、
人
間
社
会
の
ル
ー
ル
を

理
解
さ
せ
、
子
犬
が
人
間
と
信
頼
関

係
を
築
き
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
じ
て
、
慈
し
む
心
を
養
成
し
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
喜
び
を
体
験
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。 

　

平
成
21
年
10
月
か
ら
、
地
域
住
民

と
入
所
者
が
、
お
互
い
に
ペ
ン
ネ
ー

ム
（
匿
名
）
で
、
月
に
１
回
程
度
の

手
紙
の
や
り
と
り
を
４
か
月
に
わ

た
っ
て
行
う
「
文
通
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
文
通
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

地
域
住
民
が
改
善
更
生
の
た
め
に
地

域
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
か
？
と
の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
文
通
を
通
じ
て
互
い

に
理
解
し
合
え
る
関
係
を
つ
く
り
、

入
所
者
の
自
信
や
出
所
後
の
生
活
へ

の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
や
、
地
域
の

人
に
セ
ン
タ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

浜
田
市
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
開
庁

を
契
機
と
し
て
、「
人
に
や
さ
し
く

人
権
意
識
の
高
い
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
て
、
平
成
20
年
６
月
に
「
浜
田

市
人
権
尊
重
都
市
宣
言
」
を
制
定
し

ま
し
た
。

　

入
所
者
の
円
滑
な
る
社
会
復
帰
促

進
の
た
め
、様
々
な
偏
見
を
な
く
し
、

温
か
み
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
普
及
啓
発
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
で
、
入
所
者
の
１
日
も

早
い
社
会
復
帰
が
な
さ
れ
、
地
域
の

人
権
尊
重
意
識
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課
産
業
企
画
係

（
☎
�
９
５
０
２
）

旭
支
所
産
業
課

（
☎
�
１
４
３
６
）

「盲導犬パピー育成プログラム」で立派に成長しました

地域お手伝い活動を行っている入所者

　

初
め
は
自
己
紹
介
程
度
の
内
容
で

す
が
、
手
紙
の
や
り
と
り
が
進
む
中

で
お
互
い
に
心
を
通
わ
せ
、
入
所
者

が
出
所
後
の
こ
と
、
家
族
や
友
人
と

の
こ
と
な
ど
、
悩
み
を
打
ち
明
け
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
検
討
を
重
ね
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
地
域
に

根
付
い
た
「
文
通
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

旭ふる里まつりでの矯正展の様子

社会復帰に向けた取組を紹介します
盲
導
犬
パ
ピ
ー
育
成

　
　
　
　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム

文
通
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

　
　
　
　
　
　

心
の
交
流
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かしこくお買いもの＆クッキング
○必要なものだけ
　生ごみの１／４は食べ残しや保存していたもの
です。計画を立て、使いきれない量を買わないよ
う心掛けましょう。
○旬のもの、近くのものを
　野菜や果物などのハウス栽培は、露地栽培に比
べ多くのエネルギーが使われます。産地が近く旬
の食材を購入した方が輸送などの必要なエネル
ギーも少なくすみます。
○ばら売りや、量り売りでゴミ減量
　包装材やレジ袋を作るのにもエネルギーが使わ
れています。マイバッグ持参で、ばら売りや量り
売りを積極的に利用しましょう。

○残りものを使い切る努力を
　ごみを燃やすのにもエネルギーが使われていま
す。食品廃棄はエネルギーの大きなムダ。適量を
作って食べ残しを少なくしましょう。前日のおか
ずをほかのメニューに大変身！もいいですね。

出典（参考）　一般財団法人省エネルギーセンタ
　ー「家庭の省エネ大事典」

（本庁環境課）

目的

　この制度は、自動対外式除細動器（ＡＥＤ）を
設置し、適切な応急手当を行うことができる体制
が整っている事業所などを「まちかど救急ステー
ション」として認定し、認定したステーションを
活用することにより、地域の救命率の向上及び安
全で安心なまちづくりに寄与することを目的にし
ています。

認定の要件

⑴　適正に維持管理されたＡＥＤを、誰でも使用
可能な場所に設置していること

⑵　救命講習などを修了した従業員などが所属し
ていること

※　「救命講習など」とは、ＡＥＤの使用を含め
た応急手当法の講習で、普通救命講習Ⅰ・Ⅱ・
Ⅲ及び上級救命講習をいいます。

認定証・表示証の交付と表示

　認定したステーションには、認定証・表示証を
交付します。交付した認定証・表示証は、ステー
ションの見やすいところに掲示してください。

　また、認定したステーションは、名称・そのほ
か必要な事項を、広報はまだ・市ホームページな
どにより公表します。

効果

　ステーションを設置することによって、救急隊
が到着するまでの間に、市民の皆さんによるＡＥ
Ｄを使用した応急手当が実施され地域の救命率の
向上を図ります。

問い合わせ先
　浜田消防署救急係（☎�０１１９）

エコライフへのご招待　～食生活で一工夫～
自分なりのエコライフの一歩を、意識的に踏み出そう

まちかど救急ステーション認定制度を
　　　　　　　　　　　活用してください
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会期　９月２日㈪～20日㈮（19日間）

　８月26日㈪　議会運営委員会
　９月２日㈪　本会議　開会、提案説明

（全員協議会）
　　　３日㈫　本会議　議案質疑
　　　４日㈬　総務文教委員会
　　　５日㈭　福祉環境委員会
　　　６日㈮　産業建設委員会
　　　９日㈪　予算審査委員会
　　　11日㈬　決算特別委員会
　　　12日㈭　決算特別委員会
　　　13日㈮　決算特別委員会
　　　17日㈫　決算特別委員会
　　　18日㈬　決算特別委員会
　　　20日㈮　本会議　委員長報告、採決、閉会

（全員協議会）議会運営委員会

　なお、上記日程は予定であり、８月26日㈪の議
会運営委員会で正式に決定します。

　今定例会では、10月20日に浜田市長及び浜田市
議会議員一般選挙が予定されているため、個人一
般質問は行わないことになりました。

　会議の傍聴は、当日議会事務局で受け付けてい
ます。
　なお、各委員会及び全員協議会の傍聴は、会場
の都合により７人までの人数制限があります。
　各会議の開催時間は、通常午前10時からですが、
変更になる場合がありますので事前にお問い合わ
せください。
　各会議の開催時間や議事日程・議題は、事前に
市議会ホームページ「会議の開催予定・状況」に
掲載しますのでご覧ください。

問い合わせ先
　議会事務局（☎�９８００）

　今回で８回目となります住民参加型市場公募地
方債「浜田きらめき債」の発行が決定しました。
市民の皆さんが購入された「浜田きらめき債」は、
市が行う事業やまちづくりに活

い

かされます。
対象事業　きらめき債により調達した資金は未来

を担う子どもたちの育成のための子育てや教育
の充実に活用します。
募集期間　10月16日㈬～22日㈫（予定）
発行額　１億円
発行日　11月７日㈭（予定）
購入対象者　市内在住又は市内に勤務している満

20歳以上の個人
限度額　１人あたり100万円を限度とし、10万円単

位で購入できます。
償還方法　５年（満期一括償還）
償還日　平成30年11月７日に元金を一括してお返

しします｡

利払日　５月７日と11月７日（年２回）
利率　募集開始日直近の国債流通利回りを参考に

決定します（決定次第、市ホームページ・取扱
金融機関などで公表します）。
購入方法　取扱金融機関窓口で先着順となります｡

予約はできません｡
取扱金融機関　浜田市内の山陰合同銀行（代理店

を除く。）・島根銀行・日本海信用金庫・ いわ
み中央農業協同組合

問い合わせ先
　本庁財政課財政係（☎�９２１０）

浜田市
平成25年度

第１回公募公債 浜田きらめき債
今年も発行します！

９月浜田市議会定例会日程（予定）
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

　いよいよ月見を迎えます。家族だんらんで、月
げ っ

餅
ぺ い

を食べるこの祭りは、中国人にとってとても大
切な行事です。
　中国では、旧暦の８月15日を「中秋節」といい
ます。中国では昔、人々がお月さまを敬うために、
月を祭る儀式を行い、月餅が祭礼の品として供え
られていました。時の移り変わりとともに、真ん
丸くて様々な伝説の絵が映された月餅が、中秋節
の食品や贈り物に変わってきました。
　月見の夜、家族が集まり、日本では団子、中国
では月餅を食べます。なぜなら、月餅が満月のよ
うに真ん丸いからです。中国語で、「圆

ゆぁん

（丸い）」
という漢字の一つの意味が、だんらんです。その
ため、中国では中秋節が「団

とぁんゆぁんじぇ

圆節」ともいわれて
います。
　真ん丸い月を見ると、自分の故郷を思い出し、
帰郷できない旅人たちは故郷への想いを月に託し
ます。
　月にまつわる伝説については、中国にもいろい
ろあります。日本には「かぐや姫」の物語があり
ますが、その原型は中国の「嫦

じ ょ う が

娥月に奔
は し

る」とい
う物語だともいわれています。
　空に10個の太陽があったとき、地上は乱れてい

ました。羿
げ い

という弓の名手が１つを残して９の太
陽を射落しました。地上が再び平穏に戻り、褒美
に仙人から不老仙薬を賜りました。羿はその仙薬
を妻の嫦娥に大切に保管するよう命じて預けてい
ました。
　しかし羿の弟子の蓬

ほ う も う

蒙が横取りしようと、羿が
猟に出掛けたときに、嫦娥に仙薬を出せと迫りま
した。強いられた嫦娥は、止むを得ず仙薬を自分
で飲みました。すると彼女は空に浮き、月に登っ
てしまいました。夜に帰ってきた羿は、嫦娥を追
いかけましたが、一歩追うと、彼女が登った月も
一歩去り、なかなか追いつけませんでした。悲し
んでいた羿は、嫦娥が好きな果物や食品などを月
に向かって供え、月を愛おしく見守っていくので
す。
　今年の月見は、中国の伝説を思いながら眺めて
てみてはいかがでしょう。

　

９
月
14
日
、
南
極
観
測
船
「
し

ら
せ
」
が
浜
田
港
に
や
っ
て
き
ま

す
。

　

南
極
観
測
船
は
、
南
極
へ
の
物

資
補
給
・
人
員
派
遣
や
観
測
・
実

験
任
務
に
携
わ
る
調
査
船
で
す
。

日
本
で
は
、
昭
和
32
年
か
ら
南
極

地
域
の
観
測
が
行
わ
れ
、
南
極
地

域
観
測
隊
の
日
本
と
南
極
と
の
往

復
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
初
代
観

測
船
は
「
宗
谷
」、２
代
目
は
「
ふ

じ
」、
３
代
目
は
「
し
ら
せ
」、
そ

し
て
４
代
目
が
今
回
寄
港
す
る

「
２
代
目
し
ら
せ
」
で
す
。
初
代

の
「
し
ら
せ
」
は
、
平
成
13
年
と

退
役
前
の
平
成
19
年
の
２
度
、
浜

田
港
に
寄
港
し
、
そ
の
雄
姿
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
最
後
の
航
海

で
は
、
浜
田
市
旗
を
南
極
の
氷
原

に
立
て
て
も
ら
い
、
そ
の
映
像
を

年
賀
状
と
し
て
送
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。（
広
報
は
ま
だ
平
成
20
年

２
月
１
日
号
掲
載
）。

　

今
回
の
「
２
代
目
し
ら
せ
」
は
、

平
成
21
年
か
ら
就
役
し
た
海
上
自

衛
隊
に
所
属
す
る
自
衛
艦
で
、１
・

５
メ
ー
ト
ル
厚
の
氷
を
連
続
砕
氷

で
き
る
能
力
を
持
つ
我
が
国
唯
一

の
砕
氷
艦
で
す
。
現
在
、
第
55
次

南
極
観
測
の
航
海
に
向
け
た
総
合

訓
練
を
行
っ
て
お
り
、
８
月
28
日

に
横
須
賀
港
を
出
港
し
石
巻
港
、

十
勝
港
を
経
て
浜
田
港
に
寄
港
、

そ
の
後
は
那
覇
新
港
、
高
知
港
を

回
り
10
月
２
日
に
横
須
賀
港
に
戻

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
各
種
訓
練
の
ほ
か
、

各
寄
港
地
に
お
い
て
一
般
公
開
を

実
施
し
、
児
童
生
徒
を
は
じ
め
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
装
備
す
る
観
測

設
備
や
南
極
に
お
け
る
貴
重
な
資

源
を
見
て
も
ら
い
、
南
極
観
測
の

学
術
的
意
義
や
地
球
環
境
の
保
全

の
重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
浜
田
で

は
、
９
月
14
日
と
15
日
の
２
日
間
、

一
般
公
開
を
実
施
し
ま
す
。
国
内

唯
一
の
砕
氷
艦
に
出
会
え
る
貴
重

な
機
会
で
す
の
で
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
「
し
ら
せ
」
に
乗
艦

し
て
も
ら
い
、
乗
組
員
か
ら
の
説

明
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
貴
重
な

経
験
が
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

浜
田
市
と
し
ま
し
て
も
、
島
根
県

唯
一
の
国
際
貿
易
港
で
、
日
本
海

西
部
の
物
流
の
拠
点
で
あ
る
重
点

港
湾
浜
田
港
を
さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
機
会
で
あ
り
、
市
内
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
「
し
ら
せ
」
の
寄

港
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
盛
大
に

歓
迎
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

浜
田
市
長
在
任
中
の
17
年
間
で
、

３
度
目
の
「
し
ら
せ
」
寄
港
と
な

り
ま
す
。

今回、浜田港へ寄港する南極観測船「2代目しらせ」

中
ち ゅ う し ゅ う せ つ

秋節
浜田市国際交流員　王

お う

　恒
こ う

新・お元気ですか�
浜田市長 宇津徹男
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　市の人事行政の運営における公正性と透明性を高めることを目的として、
地方公務員法及び浜田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づ
き、職員の任用・職員数・給与・勤務時間そのほかの勤務条件など人事行政
の運営などの状況についてお知らせします。
　なお、給与などの状況については、『広報はまだ』３月号及び市ホームペー
ジで公表していますのでご覧ください。　　　　　　　　　　　(本庁人事課）

（各年度4月1日現在）

区　　分 職員数(人) 対前年
増減数 主な増減理由

部　　門 22年 23年 24年 25年

一般行
政部門

議　会 7 7 7 7 ０
総務企画 149 143 139 140 １ 自治研修所への派遣による
税　務 40 38 39 38 △１ 事務の統廃合による
民　生 78 77 73 73 ０
衛　生 44 45 43 42 △１ 事務の統廃合による
労　働 3 3 3 3 ０
農林水産 48 42 42 41 △１ 派遣終了による
商　工 24 26 28 27 △１ 派遣終了による
土　木 68 72 69 69 ０
小　計 461 453 443 440 △３

特別行
政部門

教　育 96 97 94 83 △11 用務員の嘱託化などによる
消　防 112 112 112 112 ０

普通会計　計 669 662 649 635 △14

公営企
業会計
部門

病　院 8 9 8 9 １ 医師の採用による
水　道 28 28 26 27 １ 業務量の増による
下水道 14 11 11 11 ０
その他 24 24 25 26 １ 広域連合への派遣による
小　計 74 72 70 73 ３

合　　計 743 734 719 708 △11
（特別職の職員（教育長を除く。）は含んでいません。再任用職員を含みます。）

区　分 人口
(各年3月31日現在)

普通会計職員数
(各年度4月1日現在) 対前年増減数 人口千人当たりの

普通会計職員数
平成24年 59,084人 649人 △13人 10.98人
平成25年 58,523人 635人 △14人 10.85人

（平成24年度中）

試験区分 応募者 受験者 合格者 採用者
一般事務員 81人 66人 ４人 ４人

一般事務員（身体障がい者枠） ５人 ５人 １人 １人
保　健　師 ３人 ３人 １人 １人
土木技術員 ５人 ４人 １人 １人

（職員採用は、平成25年4月1日採用です。）

区　　分 内　　容

勤務時間
午前８時30分から午後５時15分まで
(休憩時間を除く１日当たり７時間45分、週38時間45分勤務）

休憩時間 午後０時から午後１時までの１時間
週 休 日 日曜日及び土曜日

休　　日 国民の祝日に関する法律に規定する休日及び年末年始
(12月29日から翌年の１月３日まで）

※　職員の勤務時間などは、職場の特殊事情により勤務の割り振りをしています。

区　　分 内　　　容

年次有給休暇 １年につき20日間付与、新規採用職員は15日間付与。
（平成24年の平均取得日数は11日）

病気休暇
負傷又は疾病のため療養することがやむを得ないと認
められる場合の休暇。私傷病に該当する場合は90日付
与。（平成24年の30日超の取得件数は15件）

特別休暇

結婚・出産・忌引・災害など特別の事由により勤務し
ないことが相当であると認められる場合の休暇。
休暇の種類は、公民権の行使、証人などの官公庁への
出頭、ドナー休暇、ボランティア休暇、結婚休暇、産
前の健診、妊娠に起因する体調不良、産前産後休暇、
育児時間、妻の分べん、男性の育児、乳幼児検診、子
などの看護休暇、忌引、父母などの法要、夏季休暇、
セルフケア休暇、感染症・災害などによる交通遮断・
住居の破壊生理休暇です。

介護休暇
配偶者・父母・子などの負傷、疾病又は高齢により日
常生活を営むのに支障がある人の介護をするため、勤
務しないことが相当であると認められる場合の無給休
暇。（平成24年度の取得件数は０件）

（平成24年度中）

区　　分
分限処分 懲戒処分

免職 休職 降任 免職 停職 減給 戒告
処分者数 ０人 13人 ０人 ０人 ０人 ０人 １人

職務上
の義務

法令などを遵守する義務 職務命令に従う義務
信用失墜行為の禁止 秘密を守る義務
職務に専念する義務 政治行為などの制限
争議行為などの禁止 営利企業等の従事制限

※　地方公務員法に、上表の職務上の義務が定められてます。

（平成24年度中）

区　　分 人数 内　　容

職員
研修

県自治研修所 214人 職務経験などの階層別研修・実務研修・
特別研修など

派遣研修 55人 自治大学校・市町村アカデミーなど
独自研修 1,345人 服務・倫理・健康・人権同和講演会など
各課独自研修 2,289人 実務研修など

勤務
評定

昇給時 682人 管理職を除く職員に対し、昇給、昇格、昇
任を行う場合、所属長が勤務評定を行う。昇格・昇任時 75人

（平成24年度中）

区　　分 人数 内　　容

健康
診断

定期健康診断 474人 浜田市が実施する一般検診
人間ドック 243人 市町村職員共済組合が実施する総合健診
特殊検診 3人 頚肩腕・指曲がり症・VDT作業検診

公務・通勤災害補償 4人 地方公務員災害補償基金が行う補償

（平成24年度中）

区　　分 状　　況

勤務条件に関する措置の要求の状況 該当なし
不利益処分に関する不服申し立ての状況 該当なし

　平成29年度までに普通会計職員数を517人以下（消防職112人を除
く。）にする方針を踏まえ、毎年度退職者の1/3相当の職員採用を行い、
職員数の削減に努めます。さらに、機構改革、人員配置の見直し及び
民間委託による職種転換などにより、適正な定員管理を図ります。

（平成24年度中）

区　　分 事務職
技術職 医師 技　能

労務職 消防士 一般職
合　計

他の自治体
からの派遣
による職員

平成24年度採用 ９人 ０人 ０人 ０人 ９人 １人
平成24年度退職 16人 ０人 ３人 ０人 19人 １人

（再任用職員を含みます。）

人事行政の
運営などの状況報告 

２ 部門別職員数の状況

１ 職員の採用及び退職の状況

３ 定員適正化への取組状況

６ 職員の休暇などの状況

７ 職員の分限及び懲戒処分の状況

８ 職員の服務の状況

９ 職員の研修及び勤務成績の評定の状況

４ 職員採用試験の実施状況

５ 職員の勤務時間などの状況

10 職員の福祉及び利益の保護の状況

11 公平委員会の業務の状況
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力

攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
ジ
ェ
イ
・
ア

ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国

か
ら
の
緊
急
情
報
を
、
防
災
行
政

無
線
を
用
い
て
皆
さ
ん
に
お
伝
え

す
る
た
め
、
緊
急
情
報
伝
達
手
段

の
試
験
を
行
い
ま
す
。

試
験
放
送
日
時　
９
月
11
日
㈬

※　

午
前
11
時
か
ら
実
施
し
ま
す
。

予
備
日　
10
月
９
日
㈬

放
送
内
容

「
こ
れ
は
試
験
放
送
で
す
。」

を
３
回
繰
り
返
し
ま
す
。

※　

こ
の
試
験
放
送
は
、
浜
田
市

以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に

様
々
な
情
報
伝
達
手
段
で
試
験

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

※　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）
と
は
、

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
国
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星

な
ど
を
活
用
し
て
瞬
時
に
情
報

伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

９
月
21
日
㈯
か
ら
30
日
㈪
ま
で

の
10
日
間
「
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

事
故
ゼ
ロ
の　

お
く
に
自
慢
は

し
ま
ね
か
ら

運
動
の
基
本

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

運
動
の
重
点

①　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止
（
特
に
、
反
射
材
な
ど
の
着

用
の
推
進
及
び
自
転
車
前
照
灯

の
点
灯
の
徹
底
）

②　

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

③　

飲
酒
運
転
の
根
絶

④　

交
差
点
・
横
断
歩
道
で
の
安

全
な
通
行
の
徹
底
（
県
重
点
）

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、
交
通

事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

気
象
庁
は
、
こ
れ
ま
で
大
雨
や

津
波
・
高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な

災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
に
、
警
報
を
発
表
し
て
警
戒
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。
よ
り
甚

だ
し
い
大
雨
や
、
大
き
な
津
波
な

ど
が
予
想
さ
れ
、
重
大
な
災
害
に

よ
る
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
呼
び
掛
け
る
た
め
に
、
新
た

に
「
特
別
警
報
」
を
発
表
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
の
対
象
と
な
る
現
象

と
し
て
は
「
東
日
本
大
震
災
」
に

よ
る
津
波
、
我
が
国
の
観
測
史
上

最
高
の
潮
位
を
記
録
し
た
「
伊
勢

湾
台
風
」
に
よ
る
高
潮
、
島
根
県

西
部
で
１
０
０
人
を
超
え
る
犠
牲

者
を
も
た
ら
し
た
「
昭
和
58
年
７

月
豪
雨
」
や
、
今
年
の
７
月
28
日

の
津
和
野
町
付
近
の
大
雨
が
相
当

し
ま
す
。

　

特
別
警
報
が
出
た
場
合
、
居
住

し
て
い
る
地
域
は
数
十
年
に
一
度

し
か
な
い
よ
う
な
非
常
に
危
険
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。
居
住
し
て
い

る
市
町
村
に
よ
る
避
難
な
ど
の
指

示
や
屋
外
の
状
況
に
留
意
し
、
直

ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
雨
な
ど
の
被
害
を
防

ぐ
に
は
、
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ

る
ま
で
待
つ
の
で
は
な
く
、
時
間

を
追
っ
て
発
表
さ
れ
る
注
意
報
・

警
報
や
そ
の
ほ
か
の
気
象
情
報
を

活
用
し
て
、
早
め
早
め
の
行
動
を

と
る
こ
と
が
あ
な
た
や
家
族
の
命

を
守
り
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.jm

a.go.jp/jm
a/

kishou/know
/tokubetsu-

keiho/index.htm
l

問
い
合
わ
せ
先

気
象
庁
松
江
地
方
気
象
台
防
災

業
務
課

（
☎
０
８
５
２
�
３
７
８
４
）

対
象
者　
消
防
設
備
士
免
状
（
甲

種
及
び
乙
種
）
の
交
付
を
受
け

た
日
以
降
最
初
の
４
月
１
日
か

ら
２
年
以
内
の
人
、
及
び
前
回

の
受
講
日
以
降
最
初
の
４
月
１

日
か
ら
５
年
以
内
の
人

消
火
設
備
講
習

講
習
日　
10
月
８
日
㈫

会
場　
朱
鷺
会
館
（
出
雲
市
）

警
報
設
備
講
習

講
習
日　
10
月
11
日
㈮

会
場　
浜
田
建
設
会
館（
原
井
町
）

講
習
日　
10
月
18
日
㈮

会
場　
プ
ラ
バ
ホ
ー
ル（
松
江
市
）

避
難
設
備
・
消
火
器
講
習

講
習
日　
10
月
25
日
㈮

会
場　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江

市
）

申
込
締
切
日　
９
月
20
日
㈮

受
講
料　
７
、
０
０
０
円

受
講
申
請
書　
島
根
県
消
防
設
備

安
全
安
心

全
国
一
斉
に
緊
急
情
報
の

伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

８
月
30
日
か
ら
特
別
警
報
の

発
表
を
開
始
し
ま
す

島
根
県
消
防
設
備
士
講
習
を

実
施
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

協
会
、
市
消
防
本
部
及
び
各
出

張
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
７
３
０
５
）

　

市
で
は
、
統
計
調
査
に
従
事
す

る
「
常
任
統
計
調
査
員
」
を
40
人

委
嘱
し
て
い
ま
す
が
、
統
計
調
査

の
種
類
に
よ
っ
て
は
調
査
員
が
不

足
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、「
登
録
統
計
調
査
員
」
と

し
て
あ
ら
か
じ
め
名
簿
登
録
し
、

各
統
計
調
査
に
従
事
で
き
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
と
は　
国
が
実
施
す

る
統
計
調
査
（
国
勢
調
査
、
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
、
労
働
力

調
査
、農
林
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
）

で
、
調
査
票
の
配
布
・
回
収
・

審
査
な
ど
を
行
う
非
常
勤
の
公

務
員
で
す
。

資
格
要
件

・
選
挙
関
係
者
及
び
税
務
・
警
察

に
直
接
関
係
の
な
い
20
歳
以
上

の
人

・
主
に
日
中
の
調
査
活
動
に
従
事

で
き
る
人

・
責
任
感
が
強
く
、
特
に
秘
密
保

護
に
配
慮
で
き
る
人

報
酬
な
ど　
調
査
に
従
事
し
た
場

合
に
、
国
で
定
め
た
報
酬
を
支

払
い
ま
す
。

応
募
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
後
日
、
資
格
要
件

や
地
域
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

す
る
た
め
、面
接
を
行
い
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
務
課
行
政
相
談
係

（
☎
�
９
１
２
０
）

　

計
量
法
に
基
づ
き
、
定
期
的
に

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
取
替
作
業
は
委
託

業
者
が
行
い
、
取
替
え
に
か
か
る

費
用
は
無
料
で
す
。
取
替
委
託
業

者
（
名
札
・
腕
章
を
着
用
）
が
伺

い
ま
し
た
ら
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

９
月
の
メ
ー
タ
ー
取
替
予
定

取
替
地
区　
田
町
・
琵
琶
町
・
紺

屋
町
・
天
満
町
・
長
沢
町
・
黒

川
町
・
竹
迫
町
・
原
井
町
・
周

布
町
・
日
脚
町
・
治
和
町
・
吉

地
町
・
穂
出
町
・
内
村
町
・
内

田
町
・
上
府
町
・
国
分
町
・
久

代
町
・
宇
野
町
・
下
有
福
町
・

大
金
町
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部

取
替
委
託
業
者

　

浜
田
市
水
道
事
業
協
同
組
合

取
替
地
区　
旭
町
の
一
部

取
替
委
託
業
者　
未
定

取
替
地
区　
三
隅
町
の
一
部

取
替
委
託
業
者

　

㈱
三
隅
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

　

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
で

は
、
身
近
な
地
球
温
暖
化
対
策
や

ご
み
減
量
化
の
市
民
運
動
と
し

て
、
レ
ジ
袋
の
削
減
を
促
進
す
る

た
め
に
、
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
の

中
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ

　

マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
う
こ
と
で
地
球

温
暖
化
な
ど
の
環
境
問
題
を
考
え
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
よ

り
良
い
環
境
を
残
し
ま
し
ょ
う
。

小
売
店
の
皆
さ
ん
へ

　

レ
ジ
袋
無
料
配
布
中
止
に
参
加

で
き
る
お
店
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

参
加
資
格　
業
種
・
規
模
・
形
態

は
問
い
ま
せ
ん
（
総
合
ス
ー

パ
ー
の
場
合
、
売
場
ご
と
の
参

加
も
可
能
で
す
）。

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
本
庁
環

境
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
直
接
持
参
す
る
か

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
内　

は
ま
だ
エ
コ

ラ
イ
フ
推
進
隊
事
務
局

（
☎
�
９
４
２
０
・
▢FAX
�
０
２

１
０
）

　

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
で

は
、
身
近
に
で
き
る
夏
期
の
節
電

対
策
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

に
取
り
組
ん
だ
市
民
を
対
象
に
、

取
組
の
継
続
を
目
指
し
、
Ｊ
Ａ
い

わ
み
中
央
の
相
談
員
に
土
の
手
入

れ
や
連
作
障
害
な
ど
に
つ
い
て
教

え
て
も
ら
い
ま
す
。

日
時　
９
月
19
日
㈭

　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
浜
田
公
民
館
研
修
室

定
員　
先
着
30
人

参
加
費　
無
料

申
込
締
切
日　
９
月
10
日
㈫
必
着

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
往
信
表
面
】　

〒
６
９
７
‐
８

　

５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地

　

浜
田
市
役
所
環
境
課
あ
て

【
往
信
裏
面
】　

申
込
者
の
住

所
・
氏
名
・
昼
間
に
連
絡
の
つ

く
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

【
返
信
表
面
】　
申
込
者
の
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

【
返
信
裏
面
】　
何
も
書
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
内　

は
ま
だ
エ
コ

ラ
イ
フ
推
進
隊
事
務
局

（
☎
�
９
４
２
０
）

生
活
・
環
境

登
録
統
計
調
査
員
を
募
集

し
て
い
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
の

定
期
取
替
え
を
し
ま
す

レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止

参
加
店
を
募
集
し
て
い
ま
す

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
勉
強
会

を
開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

消
費
者
問
題
に
関
心
を
持
ち
、

将
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
身
近

な
相
談
に
応
じ
る
「
消
費
者
リ
ー

ダ
ー
」
の
育
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
日
々
の
生
活
に
関
わ
る
消
費

生
活
問
題
に
つ
い
て
知
識
を
深
め

る
た
め
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

※　

こ
の
講
座
に
参
加
す
る
こ
と

で
「
消
費
者
リ
ー
ダ
ー
」
と
し

て
の
活
動
が
義
務
付
け
ら
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員　
50
人
（
８
回
の
講
座
に
継

続
し
て
参
加
で
き
る
人
を
優
先

し
ま
す
。）

受
講
料　
無
料

申
込
締
切
日　
９
月
20
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ

Ｘ
の
場
合
は
、「
消
費
者
リ
ー

ダ
ー
育
成
講
座
受
講
希
望
」
と

明
記
の
上
、
受
講
希
望
者
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
郵
便
番
号
・

住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
環
境
生
活
総
務
課
消
費
と
く

ら
し
の
安
全
室
（
☎
０
８
５
２

�
５
１
０
３
・
▢FAX
０
８
５
２
�

５
９
１
８
）

回 開校日 テーマ・講師・会場

1 10月５日㈯
私たちの生活に必要な契約の基礎知識（1）
講師　玉樹智文さん（島根大学教員）
会場　島根県立大学中講義室３

2 10月19日㈯
私たちの衣生活に必要な基礎知識
講師　多々納道子さん（島根大学教員）
会場　総合福祉センター

3 10月26日㈯
私たちの生活に必要な契約の基礎知識（2）
講師　宮下修一さん（静岡大学教員）
会場　島根県立大学中講義室３

4 11月３日㈷
私たちの生活におけるマネープラン
講師　萬代幸次さん（ファイナンシャル･プランナー）
会場　島根県立大学中講義室３

5 11月９日㈯
私たちの生活とセーフティネット
講師　中井洋輔さん（弁護士）
会場　島根県立大学中講義室３

6 11月16日㈯
ＩＴ・高度情報化社会の中での私たちの生活
講師　野田哲夫さん（島根大学教員）
会場　島根県立大学中講義室３

7 11月30日㈯
私たちの生活と消費者行政
講師　朝田良作さん（島根大学教員）
会場　島根県立大学中講義室３

8 12月14日㈯
私たちの生活における製品事故
講師　野村泰弘さん（島根大学教員）
会場　島根県立大学中講義室３

時間　いずれも午後１時～４時

　

９
月
20
日
㈮
か
ら
26
日
㈭
は
動

物
愛
護
週
間
で
す
。

　

浜
田
保
健
所
で
は
、
動
物
愛
護

へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
、

動
物
ふ
れ
あ
い
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
９
月
21
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　
国
府
公
民
館

内
容

・
動
物
愛
護
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
展
示

・
動
物
な
か
よ
し
写
真
・
絵
画
展

・
動
物
愛
護
パ
ネ
ル
展

・
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

・
犬
の
し
つ
け
方
教
室

・
盲
導
犬
の
訓
練
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン

・
迷
子
札
手
作
り
教
室

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
衛
生
指
導
課

（
☎
�
５
５
５
８
）

犬
の
し
つ
け
方
教
室

　

動
物
ふ
れ
あ
い
展
の
一
環
と
し

て
、
犬
の
飼
い
主
や
こ
れ
か
ら
犬

を
飼
お
う
と
し
て
い
る
人
を
対
象

に
、
犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　

犬
の
習
性
や
病
気
な
ど
に
つ
い

て
正
し
い
理
解
を
得
て
、
人
と

ペ
ッ
ト
の
良
好
な
関
係
を
築
き
ま

せ
ん
か
。

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

内
容　
獣
医
師
に
よ
る
犬
の
病
気

の
説
明
、
動
物
看
護
師
に
よ
る

犬
の
手
入
れ
な
ど
の
説
明
・
相

談
、
訓
練
士
に
よ
る
犬
の
し
つ

け
方
の
講
義
・
実
習

定
員　
先
着
20
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
９
月
13
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

会
場
の
都
合
に
よ
り
、
犬
の

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

燃
や
せ
る
ご
み
の
大
部
分
を
占

め
る
家
庭
の
台
所
ご
み
を
少
し
で

も
減
ら
す
た
め
、
電
気
式
生
ご
み

処
理
機
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
生
ご
み
処
理
機

・
家
庭
用
電
気
式
処
理
タ
イ
プ

対
象
外
と
な
る
生
ご
み
処
理
機

・
電
気
を
使
わ
な
い
容
器
タ
イ
プ

・
生
ご
み
を
収
納
す
る
だ
け
で
、

処
理
し
な
い
も
の

対
象
及
び
要
件

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
で
、

実
際
に
居
住
し
て
い
る
人

・
３
年
以
内
に
同
制
度
に
よ
る
補

助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
購

入
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
額　
１
基
購
入
額
の
１
／
３

で
、
上
限
２
０
、
０
０
０
円

数　
１
基
の
み

申
請
締
切
日

　

平
成
26
年
３
月
７
日
㈮

必
要
書
類

・
領
収
証
（
レ
シ
ー
ト
で
の
申
請

手
続
は
で
き
ま
せ
ん
。）

※　

領
収
証
の
交
付
が
困
難
な
場

合
（
購
入
代
金
の
口
座
引
き
落

と
し
な
ど
）
は
、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

・
印
鑑
（
認
印
可
）

・
預
金
通
帳
（
補
助
金
を
口
座
に

振
り
込
む
た
め
口
座
番
号
の
分

か
る
も
の
）

・
写
真
１
枚
（
設
置
状
況
を
示
す

も
の
）

申
請
方
法　
申
請
書
（
本
庁
環
境

課
及
び
各
支
所
市
民
福
祉
課
に

あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

消
費
者
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座

を
開
催
し
ま
す

動
物
ふ
れ
あ
い
展
を

開
催
し
ま
す

生
ご
み
処
理
機
購
入
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す



11　　　広報はまだ：平成25年９月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

購
入
し
た
年
度
内
に
申
請
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

　

市
民
と
市
が
協
働
で
進
め
る
、

ま
ち
の
美
化
活
動
で
す
。

　

公
共
の
場
の
清
掃
・
美
化
な
ど

の
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

実
施
し
、
市
は
清
掃
道
具
・
花
の

苗
・
球
根
の
提
供
や
ご
み
の
回
収
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
へ
の
加
入
な

ど
、
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

活
動
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
公
園
や
広
場
な
ど
、

公
共
の
場
所
の
清
掃
・
美
化
活
動

を
し
て
も
ら
え
る
団
体
や
事
業
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
28
の
団
体
が
ア
ダ
プ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
、
ま
ち
の

清
掃
・
美
化
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
一
緒
に
活
動
し
ま

せ
ん
か
。

登
録
の
手
続

・
活
動
す
る
団
体
・
活
動
メ
ン

バ
ー
を
構
成
し
ま
す
。

・
市
に
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
養

子
縁
組
届
を
提
出
し
ま
す
（
活

動
団
体
及
び
代
表
者
名
・
活
動

区
域
・
活
動
人
数
・
活
動
開
始

日
・
活
動
の
頻
度　

な
ど
を
記

入
）。

・
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
ま
す
。

・
市
が
ア
ダ
プ
ト
サ
イ
ン（
看
板
）

を
設
置
し
、
清
掃
に
必
要
な
用

具
を
提
供
し
ま
す
。

※　

制
度
の
概
要
・
活
動
に
つ
い

て
の
相
談
、
申
請
書
類
な
ど
、

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

９月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
2 月 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
3 火 唐鐘１～９
4 水 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
5 木 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
6 金 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６
9 月 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
10 火 殿町１～５、田町２～５
11 水 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
12 木 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
13 金 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
17 火 蛭子町、栄町、片庭町
18 水 港町１～４
19 木 京町、高田町、清水町、真光町
20 金 原町、瀬戸見町、元浜町
24 火 原井町
25 水 瀬戸ケ島町、港町５、大辻町
26 木 長沢町１
27 金 長沢町２～５・７・８
30 月 生湯町１～４
※　雨天などにより中止した場合、町内会長からの連
絡で土曜日に実施することがあります。

（本庁環境課）

　

自
主
的
な
環
境
美
化
活
動
を
継

続
・
拡
大
す
る
た
め
に
、
全
国
豊

か
な
海
づ
く
り
大
会
（
平
成
15
年

10
月
開
催
）
を
契
機
に
、
毎
年
10

月
を
「
市
民
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

デ
ー
」
と
し
て
清
掃
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

各
自
治
区
で
の
取
組
と
な
り
ま

す
の
で
、
実
施
日
や
活
動
内
容
な

ど
を
確
認
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

９
月
13
日
㈮
～
30
日
㈪

市
営
住
宅

募
集
住
宅　
あ
さ
ひ
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
ツ
・
湯
屋
団
地
住
宅

抽
選
日　
10
月
下
旬

入
居
時
期　
11
月
中
旬

県
営
住
宅

募
集
住
宅　
汐
入
・
笠
柄
団
地

抽
選
日　
10
月
下
旬

入
居
時
期　
11
月
中
旬

※　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
応

募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な
い

場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で
の
間

に
入
居
の
申
込
み
を
随
時
受
け

付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w
w
.shim

ane-jkk.jp/
chintai

浜
田

日
時　
10
月
５
日
㈯（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
～
８
時

集
合
場
所　

し
ま
ね
お
魚
セ
ン

タ
ー
前
駐
車
場

清
掃
場
所

　

浜
田
漁
港
周
辺
・
粟
島
公
園

弥
栄

日
時　
10
月
６
日
㈰

清
掃
場
所　
各
集
落
で
実
施

金
城
・
旭
・
三
隅

※　

10
月
中
に
実
施
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

浜
田
市
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を

募
集
し
て
い
ま
す

市
民
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
デ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

住
宅

公
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す



広報はまだ：平成25年９月号　　　12

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

浜
田
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協

議
会
で
は
、
国
の
総
合
対
策
事
業

を
活
用
し
、
有
害
獣
（
サ
ル
・
イ

ノ
シ
シ
・
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
）

の
集
落
へ
の
侵
入
を
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
阻
止
す
る
防
護
柵
（
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
・
電
気
牧
柵
）
を

設
置
す
る
集
落
な
ど
に
対
し
て
資

材
を
提
供
し
ま
す
。
な
お
、
提
供

し
た
資
材
の
設
置
・
維
持
管
理
は

申
請
団
体
で
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

対
象　
集
落
・
町
内
会
又
は
３
戸

以
上
の
団
体

要
件

・
防
護
柵
の
対
象
と
な
る
農
用
地

が
30
ａ
以
上
で
あ
る
こ
と
（
市

内
に
あ
り
、遊
休
農
地
を
除
く
。）

・
今
年
度
中
に
設
置
を
行
う
こ
と

申
込
締
切
日　
９
月
13
日
㈮

申
込
方
法　
申
請
書
（
本
庁
農
林

課
及
び
各
支
所
産
業
課
に
あ
り

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
設
置
予
定
位
置
図
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
資
材

が
配
布
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※　

希
望
し
て
い
る
数
量
を
配
布

で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
団
体

で
不
足
分
を
追
加
購
入
し
て
設

置
す
る
か
、
又
は
配
布
す
る
資

材
内
で
設
置
す
る
箇
所
や
方
法

を
検
討
し
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

狩
猟
免
許
事
前
講
習
会

【
浜
田
会
場
】

日
時　
９
月
７
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
猟
友
会

（
☎
０
８
５
２
�
４
１
２
９
）

狩
猟
免
許
試
験

【
浜
田
会
場
】

日
時　
９
月
21
日
㈯

　

午
前
９
時
～

場
所　
浜
田
合
同
庁
舎

申
込
締
切
日

　

試
験
日
の
10
日
前
ま
で

申
込
方
法　
申
込
書
（
本
庁
農
林

課
及
び
西
部
農
林
振
興
セ
ン
タ

　

ー
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

西
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
林
業

振
興
課
（
☎
�
５
６
０
４
）

本
庁
農
林
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

http://w
w
w
.pref.shim

ane.
lg.jp/industry/norin/ringyo/
choujyu_taisaku/

　

旭
自
治
区
内
全
11
神
楽
団
体
に

よ
る
神
楽
上
演
を
行
い
ま
す
。

　

地
元
の
秋
祭
り
の
感
覚
に
近
い

神
楽
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
来

場
者
へ
の
神
楽
道
具
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
や
神
楽
衣
装
の
試
着
体
験
も
で

き
ま
す
。

日
程

９
月
７
日
㈯　

都
川
神
楽
団

　
　

14
日
㈯　

丸
原
神
楽
社
中

　
　

21
日
㈯　

重
富
神
楽
社
中

　
　

28
日
㈯　

本
郷
神
楽
社
中

10
月
５
日
㈯　

木
田
神
楽
社
中

　
　

12
日
㈯　

来
尾
神
楽
団

　
　

19
日
㈯　

市
木
神
社
神
楽
団

　
　

26
日
㈯　

和
田
神
楽
会

11
月
２
日
㈯　

坂
本
神
楽
社
中

　
　

９
日
㈯　

戸
川
神
楽
社
中

　
　

16
日
㈯　

今
市
神
楽
社
中

時
間　
午
後
８
時
30
分
～
10
時

場
所　
地
域
交
流
プ
ラ
ザ
ま
ん
て

ん
多
目
的
ス
テ
ー
ジ

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

旭
支
所
産
業
課

（
☎
�
１
４
３
６
）

　

萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進

協
議
会
で
は
、
空
港
の
利
用
促
進

の
た
め
、
空
港
の
利
用
者
に
助
成

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者

⑴　

３
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
利

用
す
る
人

⑵　

乗
り
継
ぎ
を
す
る
人

⑶　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る

人
や
、
交
流
試
合
に
参
加
す
る

人
⑷　

サ
ポ
ー
タ
ー
企
業

助
成
金
額

　

片
道　

１
、
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　

～
５
、
０
０
０
円

※　

助
成
金
額
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
期
間

　

平
成
26
年
３
月
31
日
㈪
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進

協
議
会

（
☎
０
８
５
６
�
０
９
９
０
）

　

市
で
は
、
大
学
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
、
そ

の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
大
学
通

り
沿
い
の
歩
道
に
設
置
し
た
植
樹

桝
（
植
樹
の
幹
周
り
の
部
分
）
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
、
個
性

豊
か
な
マ
イ
ガ
ー
デ
ン
の
製
作
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う「
わ
た
し
は
、

ま
ち
の
園
芸
家
！
」
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

植
樹
桝
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

管
理
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
な
か

に
は
複
数
の
植
樹
桝
を
個
人
・
地

域
又
は
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
管
理
し

産
業
・
地
域
活
性
化

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
の

資
材
を
提
供
し
ま
す

狩
猟
免
許
試
験
事
前
講
習
会

及
び
狩
猟
免
許
試
験
を
開
催

し
ま
す

旭
温
泉
湯
っ
た
り
神
楽
を

開
催
し
ま
す

萩
・
石
見
空
港
を
利
用
す
る

人
へ
助
成
を
し
て
い
ま
す

「
わ
た
し
は
、
ま
ち
の
園
芸

家
！
」
事
業
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

至 益田 三階小学校

至 江津

至 運転免許
　 センター

いわみーる
世界こども
美術館

総合福祉
センター

県立大学 植樹枡開放区間

国道９号バイパス

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

個
人
で
、
家
族
で
、
仲
間
で
、

企
業
で
、
大
学
通
り
に
マ
イ
ガ
ー

デ
ン
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
願
い

・
植
樹
桝
の
区
画
は
、
１
・
５
ｍ

×
１
・
２
ｍ
で
す
。
植
え
る
草

花
の
種
類
や
管
理
方
法
な
ど
、

一
切
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
ば
ら
く
管
理
さ
れ
て
い
な
い

植
樹
桝
は
、
土
が
固
く
な
っ
て

い
た
り
、
植
樹
の
根
が
張
っ
て

い
た
り
し
ま
す
。

・
作
業
時
の
水
は
、
管
理
者
の
皆

さ
ん
で
ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
に
汲

ん
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
植
樹
桝
の
管
理
に
係
る
費
用

は
、管
理
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

万
が
一
、
作
業
中
に
事
故
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
管
理
者
の

責
任
と
な
り
ま
す
。

※　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
政
策
課

（
☎
�
９
２
０
０
）

家
屋
を
滅
失
（
解
体
）
し
た
と
き

　

本
庁
税
務
課
又
は
各
支
所
市
民

福
祉
課
へ
「
家
屋
解
体
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
滅
失
（
解
体
）
し
た
家

屋
が
登
記
家
屋
の
場
合
は
、
松
江

地
方
法
務
局
浜
田
支
局
へ
建
物
滅

失
（
解
体
）
の
登
記
の
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

土
地
・
家
屋
の
所
有
者
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き

○
相
続
に
よ
る
所
有
権
移
転
（
所

有
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
）

　

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局
へ

相
続
に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記
の

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴　

年
内
に
所
有
権
移
転
登
記
を

し
た
場
合

・
登
記
さ
れ
た
新
し
い
所
有
者
が

納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

⑵　

年
内
に
所
有
権
移
転
登
記
が

で
き
な
か
っ
た
場
合

・
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
相
続
人
が

納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
の

で
、
相
続
人
の
中
か
ら
代
表
者

を
決
め
て
届
出
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。「
相
続
人
代

表
者
指
定
届
」
を
本
庁
税
務
課

又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
売
買
な
ど
に
よ
る
所
有
権
移
転

⑴　

土
地
・
登
記
家
屋

・
売
買
な
ど
に
よ
り
所
有
者
が
変

更
と
な
っ
た
場
合
は
、
松
江
地

方
法
務
局
浜
田
支
局
へ
所
有
権

移
転
登
記
の
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。

⑵　

未
登
記
家
屋

・
売
買
な
ど
に
よ
り
所
有
者
が
変

更
と
な
っ
た
場
合
は
、
本
庁
税

務
課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

へ
、「
未
登
記
家
屋
所
有
者
変

更
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
�
９
２
３
３
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

は
ま
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
援
助
依
頼
者

（
お
ね
が
い
会
員
）
と
援
助
提
供

者
（
ま
か
せ
て
会
員
）
に
登
録
し

て
も
ら
い
、
一
時
的
な
子
ど
も
の

お
世
話
を
有
料
で
行
う
援
助
活
動

の
仲
介
を
し
て
い
ま
す
。入
会
金
・

会
費
は
無
料
で
す
。

※　

セ
ン
タ
ー
が
補
償
保
険
に
加

入
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
援
助
活
動
が
で
き
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
内
容

・
保
育
所
・
幼
稚
園
へ
の
送
迎

・
出
産
前
後
の
援
助

・
母
親
の
通
院
時
の
援
助

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
後
の
迎
え

や
預
か
り　

な
ど

援
助
活
動
報
酬
額
（
子
ど
も
１
人

に
つ
き
30
分
あ
た
り
の
基
準
額
）

○
平
日
昼
間
（
午
前
７
時
～
午
後

７
時
）　
　
　
　
　

３
０
０
円

○
早
朝
・
夜
間
・
土
・
日
・
祝
日

病
児
・
病
後
児
保
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
円

※　

複
数
の
子
ど
も
を
預
け
る
場

合
は
、２
人
目
か
ら
半
額
で
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ
は
半
額

を
助
成
し
ま
す
。

受
付
時
間　
月
～
土
曜
日　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

休
館
日　
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末

年
始

ま
か
せ
て
会
員
大
募
集
！

　

空
い
て
い
る
時
間
に
援
助
活
動

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
核
家
族
化

が
進
み
、
近
所
に
子
ど
も
を
み
て

く
れ
る
人
が
い
な
く
て
、
困
っ
て

い
る
保
護
者
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

少
し
だ
け
、
あ
な
た
の
力
を
貸
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内

は
ま
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

（
☎
・
▢FAX
�
８
９
１
２
）

税
務
・
納
税

土
地
・
家
屋
に
関
す
る

変
更
が
あ
っ
た
場
合
の

手
続
を
お
忘
れ
な
く

子
育
て

は
ま
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

日
曜
日
及
び
祝
日
の
保
育
が
必

要
な
児
童
に
対
し
、
休
日
保
育
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
児
童　
市
内
・
外
を
問
わ
ず
、

就
学
前
の
児
童
で
、
保
護
者
の

就
労
形
態
な
ど
の
や
む
を
得
な

い
事
情
の
た
め
、
日
曜
日
及
び

祝
日
の
保
育
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
児
童
（
日
曜
日
及
び
祝
日

に
お
い
て
、
通
常
の
保
育
所
入

所
の
要
件
に
該
当
す
る
児
童
）

実
施
場
所　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

実
施
日　
日
曜
日
及
び
祝
日
（
年

末
年
始
を
除
く
。）

保
育
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
30
分

申
込
方
法　
事
前
に
休
日
保
育
登

録
が
必
要
で
す
。
本
庁
子
育
て

支
援
課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉

課
で
申
請
書
に
記
入
し
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

印
鑑
が
必
要
で
す
。

※　

休
日
保
育
登
録
の
有
効
期
間

は
年
度
末
（
３
月
31
日
）
ま
で

と
な
り
ま
す
。
利
用
の
年
度
ご

と
に
登
録
が
必
要
で
す
。

利
用
方
法　
利
用
希
望
日
の
７
日

前
ま
で
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

施
設
の
受
入
人
数
や
児
童
の

年
齢
の
状
況
に
よ
り
、
利
用
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

昼
食
の
弁
当
、
布
団
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料　
４
月
１
日
現
在
の
年
齢

を
基
に
、
利
用
料
を
決
定
し
ま

す
。

市
内
在
住
の
児
童

　

３
歳
未
満
児　

２
、
４
０
０
円

　

３
歳
以
上
児　

２
、
２
０
０
円

市
外
在
住
の
児
童

　

３
歳
未
満
児　

３
、
２
０
０
円

　

３
歳
以
上
児　

３
、
０
０
０
円

※　

利
用
料
は
日
額
で
、
お
や
つ

代
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

利
用
予
約
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
２
５
３
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
で
は
、
修
学
費
用
な
ど
に
係

る
資
金
貸
付
の
予
約
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

対
象　
平
成
26
年
４
月
の
進
学
な

ど
を
希
望
し
て
い
る
次
の
人

・
児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭
の

母
・
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡

婦
・
父
母
の
い
な
い
児
童

※　
「
児
童
」
と
は
20
歳
に
満
た
な

い
子
を
い
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
資
金

児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
と
す
る

資
金
（
無
利
子
）

・
修
学
資
金
（
高
校
・
高
専
・
専

修
学
校
・
短
大
・
大
学
に
就
学

す
る
た
め
に
必
要
な
授
業
料
・

書
籍
代
・
交
通
費
な
ど
の
資
金
）

・
修
業
資
金
（
就
職
す
る
た
め
に

必
要
な
知
識
技
能
を
習
得
す
る

た
め
に
必
要
な
資
金
）

・
就
学
支
度
資
金
（
就
学
・
修
業

す
る
た
め
に
必
要
な
入
学
金
や

被
服
な
ど
の
購
入
資
金
）

※　

ほ
か
の
制
度
に
よ
る
奨
学
金

の
貸
与
を
受
け
る
場
合
は
、
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
の
知
識
技

能
習
得
を
対
象
と
す
る
資
金
（
連

帯
保
証
人
を
立
て
る
場
合
は
無

利
子
、
立
て
な
い
場
合
は
年
１
・

５
％
）

・
技
能
習
得
資
金
（
就
職
す
る
た

め
に
必
要
な
知
識
技
能
を
習
得

す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
）

申
請
書
提
出
期
限

第
１
次
締
切
日　
11
月
29
日
㈮

第
２
次
締
切
日

　

平
成
26
年
２
月
28
日
㈮

※　

貸
付
け
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部
で

は
、
会
員
の
看
護
師
や
保
健
師
が

健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
に
応

じ
る
「
ま
ち
の
保
健
室
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

日
時　
９
月
３
日
㈫
・
10
月
１
日

㈫
・
11
月
５
日
㈫

　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階

内
容　
血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定
・

健
康
相
談
な
ど

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

　

県
で
は
、
80
歳
で
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
保
つ
８
０
２
０
運
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
浜
田
圏
域
で

も
、
そ
の
前
段
と
し
て
70
歳
で
自

分
の
歯
を
24
本
以
上
保
持
し
て
努

力
し
て
い
る
人
を
表
彰
し
、
地
域

休
日
保
育
を
活
用
く
だ
さ
い

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
（
修

学
資
金
な
ど
）
貸
付
の
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

健
康
・
福
祉

「
ま
ち
の
保
健
室
」
を

開
設
し
ま
す

浜
田
圏
域
７
０
２
４
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
者

を
募
集
し
ま
す



15　　　広報はまだ：平成25年９月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

住
民
の
皆
さ
ん
に
歯
科
保
健
に
対

す
る
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め

に
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
浜
田
市
・
江
津
市
在

住
で
今
年
満
70
歳
か
ら
79
歳
に

な
る
人
（
昭
和
９
年
～
18
年
生

ま
れ
）
で
、
自
分
の
歯
が
十
分

機
能
し
て
い
て
24
本
以
上
あ
る

人
（
過
去
に
標
記
コ
ン
ク
ー
ル

に
参
加
し
た
人
も
参
加
可
能
で

す
。）

応
募
締
切
日　
10
月
21
日
㈪

応
募
方
法　
か
か
り
つ
け
の
歯
科

医
院
又
は
最
寄
り
の
歯
科
医
院

へ
申
込
み
を
し
て
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

島
根
県
歯
科
医
師
会
会
員
の

歯
科
医
院
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
（
料
金
無
料
）。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
健
康
増
進
課

（
☎
�
５
５
５
１
）

対象　65歳以上（浜田市に住民票のある人）
料金　無料
結核レントゲン検診撮影票（受診票）
・検診会場に用意しています。
・「平成25年度各種健（検）診日程表」に掲載し

ています。
・市役所本庁１階地域医療対策課10番窓口及び各

支所市民福祉課・各公民館にもあります。

※　ネックレスなどは外し、すぐに撮影できるよ
うな服装で受診してください。

※　10月以降の結核検診は、「平成25年度各種健
（検）診日程表」をご覧ください。

問い合わせ先　本庁地域医療対策課健康推進係
（☎�９３１１）
各支所市民福祉課

【　浜　田　】
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

17
日
㈫

9:00～ 9:30 俵薬局前（蛭子町）

18
日
㈬

10:55～11:05 河内集会所 19
日
㈭

14:40～14:55 クボタ牛乳前
9:45～10:00 瀬戸見文化センター 11:20～11:40 靴のまつむら駐車場 15:20～15:30 笠柄３町内集会所前

10:20～10:40 紺屋町ふれあい広場 13:00～13:20 浜田ビューティーカレッジ

20
日
㈮

9:00～ 9:15 松本克己様宅前（内田町）
11:00～11:15 再会駐車場 13:30～13:50 緑ケ丘相談室 9:25～ 9:45 美川公民館
11:30～11:45 田中実酒店横（朝日町）

14:10～14:30 県営住宅黒川団地
４の３町内集会所

10:05～10:15 一の瀬集会所
13:15～13:50 医師会館前 10:25～10:35 草森勝美様宅前（鍋石町）

14:00～14:15 環境保健公社
（旧成人病センター奥）

14:40～15:00 中山工務店駐車場 13:00～13:15 櫟田原公民館

19
日
㈭

9:00～ 9:10 長見町２町内公民館 13:35～13:45 田橋上町内集会所
14:30～15:00 浜田保健所 9:20～ 9:30 石見公民館長見分館 13:55～14:05 美川公民館西分館
15:15～15:30 市役所本庁 10:00～10:10 西岡公民館 14:20～14:30 横山老人肉用牛センター
16:00～16:20 ラ・ペアーレ浜田 10:20～10:30 石見公民館細谷分館

14:45～14:55 三浦和人様宅前
（内村町牛谷公民館横）16:30～17:20 石見公民館 10:45～10:55 三階町東岡公民館

18
日
㈬

9:00～ 9:10 後野８町内公民館 11:10～11:20 三階町５町内公民館 15:10～15:20 門田地区公民館
9:25～ 9:35 後野４町内公民館 13:00～13:10 野原２町内公民館

15:30～15:40 ＪＦしまね浜田支所
津摩出張所

9:50～10:00 佐野寿会館
（旧佐野小学校前）

13:20～13:30 総合福祉センター
13:40～13:50 竹迫４町内集会所 16:00～16:15 陽光台集会所

10:15～10:35 石見公民館宇津井分館 14:10～14:25 浜田浄化センター前 16:30～16:45 大麻公民館

【　弥　栄　】
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

12
日
㈭

9:00～ 9:30 老人福祉センター

12
日
㈭

14:25～14:35 横谷集会所

13
日
㈮

10:50～11:00 程原下集会所
9:40～ 9:50 大斉集会所 14:45～15:00 小角集会所 11:15～11:35 弥栄会館
10:00～10:10 野坂旧消防車庫前 15:10～15:25 交流センターかどた 13:10～13:40 西の郷ライスセンター
10:20～10:35 野坂集会所 15:35～15:45 日高集会所 14:00～14:10 小熊集会所
10:45～11:00 六歩谷集会所 15:55～16:05 青尾集会所 14:20～14:30 下田野原集会所
11:10～11:25 金岡集会所

13
日
㈮

9:00～ 9:10 畑集会所 14:40～14:50 上田野原集会所
11:35～11:45 高内精米所 9:20～ 9:30 山賀集会所 15:05～15:15 熊の山集会所
13:00～13:20 弥栄会館 9:40～10:00 小坂集会所 15:25～15:35 谷集会所
13:30～13:45 稲代集会所 10:05～10:15 西河内集会所 15:45～16:00 老人福祉センター
13:55～14:10 大坪センター 10:30～10:40 程原上集会所

９月結核レントゲン検診の日程
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　10月以降のがん検診日程は、「平成25年度各種健
（検）診日程表」をご覧ください。
※　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種
がん検診を、無料で受診することができます。
問い合わせ先
本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）

９月はがん征圧月間です！

　がんは生活習慣病です。検診とふだんの生活で
がん予防をしましょう。

がんを防ぐための新12か条
１条　たばこは吸わない
２条　他人のたばこの煙をできるだけ避ける
３条　お酒はほどほどに
４条　バランスのとれた食生活を
５条　塩辛い食品は控えめに
６条　野菜や果物は豊富に
７条　適度に運動
８条　適切な体重維持
９条　ウイルスや細菌の感染予防と治療
10条　定期的ながん検診を
11条　身体の異常に気がついたら、すぐに受診を
12条　正しい情報でがんを知ることから

【引用】　公益財団法人がん研究振興財団

乳がん検診
対象　35歳以上の女性で、和暦で奇数年生まれの人及び
クーポン券が送付された人

※　予約が必要です。
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間

平成26年２月28日㈮まで
【９月～10月】毎週月・水・金曜日
【11月～２月】毎週月・火・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を
受けられません。

・ペースメーカー装着者（装着側）
・妊娠中の人
・授乳中の人
・豊胸術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　平成26年２月28日㈮まで
受託医療機関　江木医院（☎�１１８１）

中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療
江木医院　　　　　９月27日㈮　17:00～19:00
中山産婦人科医院　９月２日㈪　17:00～18:30

※　前日までに予約が必要です。

　

浜
田
圏
域
健
康
長
寿
し
ま
ね
推

進
会
議
で
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
あ
ふ

れ
る
方
法
で
、
積
極
的
に
健
康
づ

く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
所
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
・
江
津
市
に
所
在

す
る
事
業
所

応
募
締
切
日　
９
月
20
日
㈮

※　

審
査
の
結
果
、表
彰
し
賞
状
・

副
賞
を
進
呈
し
ま
す
。

※　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
健
康
増
進
課
内

浜
田
圏
域
健
康
長
寿
し
ま
ね
推

進
会
議
事
務
局

（
☎
�
５
５
５
１
）

期
間　
老
人
の
日
・
老
人
週
間

９
月
15
日
㈰
～
21
日
㈯

対
象
施
設

①
県
立
美
術
館
（
松
江
市
）　

②
県
立
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
展

示
学
習
館
（
松
江
市
）

③
花
ふ
れ
あ
い
公
園
「
し
ま
ね
花

の
郷
」（
出
雲
市
）

④
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

（
出
雲
市
）

⑤
県
立
宍
道
湖
自
然
館
ゴ
ビ
ウ
ス

（
出
雲
市
）

⑥
県
立
三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル
・

三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園
（
大

田
市
）

⑦
県
立
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス

（
浜
田
市
・
江
津
市
）

⑧
県
立
石
見
美
術
館
（
益
田
市
）

※　

施
設
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
な

ど
ご
不
明
な
点
は
、
各
施
設
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

休
館（
園
）日　
９
月
17
日
㈫

※　

②
県
立
風
土
記
の
丘
展
示
学

習
館
・
③
し
ま
ね
花
の
郷
は
無

休
で
す
。

対
象
者　

年
内
に
満
65
歳
以
上

（
昭
和
23
年
12
月
31
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
）
に
な
る
人

入
館
手
続　
各
自
で
入
館
時
に
年

齢
の
確
認
で
き
る
も
の
（
健
康

保
険
証
・
運
転
免
許
証
な
ど
）

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
社
会
・

援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
８
５
２
�
６
６
９
６
）

９月各種がん検診の日程

事
業
所
の
健
康
づ
く
り
活
動

の
取
組
を
募
集
し
ま
す

「
老
人
の
日
・
老
人
週
間
」

に
県
立
施
設
が
無
料
で
利
用

で
き
ま
す
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食 育 コラムコラム

　市では、生活習慣病への関心を深め、生活を
振り返り、生涯にわたる健康づくりの基礎を築
くために、市内の小学校１年生・４年生・中学
校１年生を対象に生活習慣や食生活に関する調
査を実施しています。
　平成24年度生活習慣・食生活アンケートの結
果から一部紹介します。

男子は食べ方に気を付けましょう！
　高学年ほど早食いが多くみられ、特に男子で
はこの傾向が強くでています。早食いと肥満は
強く関連しており、子どもの頃からゆっくりよ
く噛んで食べることが大切です。
　おなかいっぱい食べる割合も高学年ほど高く、
全ての学年で男子の割合が高くなっています。
　味付けをしたおかずに調味料をかける割合、
めん類の汁をほとんど飲む割合は、男子で学年
があがるにつれて増加します。このような習慣
は塩分過剰になりやすく、将来へ習慣化しやす
いため、特に食事量も増し、自分で食する機会
の増えてくる小学校高学年から中学生にかけて
注意が必要です。

女子は野菜やきのこ・海藻・大豆製品などを意
識して食べましょう！
　ＬＤＬコレステロールについて、男女別の集
計では女子に異常値の出現率が高い傾向がみら
れます。異常値を示す人は、毎食野菜を摂取す
る割合が低く、きのこ・海藻・こんにゃく・大
豆製品を使った料理を食べる頻度も低い傾向に
あります。

男女とも食事作りに積極的に参加しましょう！
　料理を全く手伝わない割合は、男子で半数以
上、女子では３割前後となっています。
　食生活は経験することで身に付きます。食事
の準備や片付けなどの手伝いや米をといだり、
野菜を切ったりなど、できることから少しずつ
チャレンジしてみませんか。

※　次回10月号は、『子育て』についてのコラムを掲載します。

　

現
在
、
介
護
保
険
福
祉
用
具
購

入
費
及
び
住
宅
改
修
費
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
が
い
っ
た
ん
全
額
負

担
を
し
て
、
申
請
後
に
介
護
給
付

分
の
９
割
を
利
用
者
の
口
座
に
振

り
込
む
と
い
う
「
償
還
払
制
度
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
一
時
的
な
費
用
負

担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
10
月
１

日
か
ら
「
受
領
委
任
払
制
度
」
を

導
入
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
利
用
者
の
支
払
金
額

を
初
め
か
ら
自
己
負
担
分
の
１
割

と
し
、
残
り
の
９
割
は
、
申
請
後

に
事
業
者
に
介
護
給
付
分
と
し
て

支
払
う
も
の
で
す
。

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

受
領
委
任
払
制
度
の
利
用
を
す

る
た
め
に
は
、
浜
田
地
区
広
域
行

政
組
合
へ
事
業
者
登
録
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
給
付
係

（
☎
�
１
５
２
０
）

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外
地
か

ら
引
き
揚
げ
て
き
た
皆
さ
ん
が
、

税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や
証
券

な
ど
を
返
還
し
て
い
ま
す
が
、
今

な
お
引
取
手
が
な
く
、
保
管
さ
れ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多

数
あ
り
ま
す
。

　

本
人
は
も
と
よ
り
、
家
族
で
も

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
関
で
保
管
し
て
い
る
通
貨
・
証

券
な
ど

・
上
陸
地
の
税
関
・
海
運
局
に
預

け
た
通
貨
・
証
券
な
ど
（
上
陸

地
扱
保
管
物
件
）

・
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人

自
治
会
な
ど
に
預
け
た
通
貨
・

証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日

本
に
返
還
さ
れ
た
も
の
（
外
地

扱
保
管
物
件
）

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
税
関
支
署

（
☎
�
０
３
６
６
）

（本庁地域医療対策課）

元気な浜田っ子を育むために
～ストップ！ザ・生活習慣病～

介
護
保
険
福
祉
用
具
購
入
費

及
び
住
宅
改
修
費
の
受
領
委

任
払
い
制
度
を
開
始
し
ま
す

税
関
で
保
管
し
て
い
る
通
貨
・

証
券
な
ど
を
返
還
し
て
い
ま
す
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日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

　

自
死
予
防
週
間
は
、
国
民
に
自

死
や
精
神
疾
患
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
こ

れ
ら
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
し
、

命
の
大
切
さ
や
自
死
の
危
険
を
示

す
サ
イ
ン
、
ま
た
危
険
に
気
付
い

た
と
き
の
対
応
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
理
解
を
し
て
も
ら
う
た
め
の

週
間
で
す
。

う
つ
病
に
つ
い
て

　

う
つ
病
の
症
状
は
、
憂
う
つ
・

気
持
ち
が
落
ち
込
む
な
ど
の
「
心

の
症
状
」
が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
不
眠
や
食
欲
不
振
と
い
っ
た

「
身
体
の
症
状
」
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
と
て
も
多
い
で
す
。

心
の
症
状　
憂
う
つ
、
不
安
、
気

分
が
落
ち
込
む
、
悲
し
い
、
イ

ラ
イ
ラ
す
る
、
お
っ
く
う
、
自

分
を
責
め
る
、
自
信
が
な
い
、

集
中
力
が
続
か
な
い
、
考
え
が

進
ま
な
い
、決
断
が
で
き
な
い
、

興
味
が
わ
か
な
い
、
楽
し
め
な

い
身
体
の
症
状　
不
眠
、食
欲
不
振
、

性
欲
の
減
退
、
疲
れ
や
す
い
、

身
体
の
痛
み
、
便
秘
、
下
痢

周
り
の
人
が
気
付
く
症
状　
反
応

が
遅
い
、
表
情
が
暗
い
、
人
と

の
交
流
を
避
け
る
、
体
調
が
悪

い
と
訴
え
る
、
飲
酒
量
が
増
え

る
、
遅
刻
・
早
退
・
欠
勤
が
増

え
る

要
注
意
！
３
つ
の
症
状

⑴　

眠
れ
な
い
（
疲
れ
て
い
る
の

に
２
週
間
以
上
、
よ
く
眠
れ
な

い
）

⑵　

食
欲
が
な
い

⑶　

気
分
が
落
ち
込
む
（
朝
が
ひ

ど
く
、
夕
方
に
な
る
と
少
し
楽

に
な
る
）

　

う
つ
病
は
、
脳
内
の
神
経
伝
達

物
質
の
働
き
が
悪
く
な
る
こ
と
で

起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
気

力
や
が
ん
ば
り
で
治
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た

気
持
ち
で
、
治
療
に
専
念
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９

月
９
日
㈪
か
ら
15
日
㈰
ま
で
の
７

日
間
を
、
全
国
一
斉
「
高
齢
者
・

障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
と
設
定
し
、
県
内
で
も

電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
で
、
い
じ

め
・
嫌
が
ら
せ
・
虐
待
な
ど
で

困
っ
て
い
る
人
や
、
周
り
で
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
見
聞
き
し
た
と
い

う
人
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

期
間　
９
月
９
日
㈪
～
15
日
㈰

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時
（
土
・
日
曜
日
は
、
午
前
10

時
～
午
後
５
時
）

料
金　
無
料

相
談
先
電
話
番
号
（
全
国
共
通
人

権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０-

０
０
３-
１
１
０

問
い
合
わ
せ
先

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

（
☎
�
０
９
５
９
）

　

雲
城
小
学
校
６
年
生
を
対
象
に
、

人
間
関
係
構
築
力
を
学
ぶ
「
赤

ち
ゃ
ん
登
校
日
」
授
業
を
行
い
ま

す
。

　

こ
の
授
業
は
、
公
開
授
業
で
す

の
で
、
ど
な
た
で
も
参
観
で
き
ま

す
。

日
程事

前
学
習　

９
月
18
日
㈬

第
１
回　
　

９
月
24
日
㈫

第
２
回　
　

10
月
15
日
㈫

第
３
回　
　

11
月
６
日
㈬

時
間午

前
９
時
30
分
～
11
時
10
分

場
所　
雲
城
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
学
校
教
育
課
学
事
保
健
係

（
☎
�
９
７
１
０
）

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
案
内

　

Ａ
Ｏ
入
試
や
推
薦
入
試
で
は
、

入
学
金
な
ど
の
納
付
が
合
格
発
表

後
す
ぐ
に
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま

す
。
相
談
は
、
受
験
前
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
受
験
予
定

校
が
決
ま
っ
た
ら
早
め
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
学
だ
け
で
な
く
看
護

や
介
護
な
ど
の
専
門
学
校
の
後
期

授
業
料
な
ど
の
在
学
資
金
も
相
談

で
き
ま
す
。

対
象　
高
校
・
短
大
・
大
学
・
専

修
学
校
・
各
種
学
校
な
ど
に
入

学
・
在
学
さ
れ
る
人
の
保
護
者

な
ど

※　

所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

融
資
額　
学
生
・
生
徒
１
人
に
つ

き
３
０
０
万
円
以
内

利
率　
年
２
・
55
％
（
交
通
遺
児

家
庭
又
は
母
子
家
庭
は
２
・
15

％
）

※　

利
率
は
８
月
９
日
現
在
（
固

定
金
利
）
で
す
。

返
済
期
間　
15
年
以
内
（
交
通
遺

児
家
庭
又
は
母
子
家
庭
は
18
年

以
内
）

元
金
据
置
期
間　
在
学
期
間
内

９
月
10
日
～
16
日
は

自
死
予
防
週
間
で
す

人
権

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
毎
日

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

人
間
関
係
構
築
力
を
学
ぶ

「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」
授
業

を
行
い
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

返
済
方
法　
毎
月
元
利
均
等
返
済

※　

ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返
済
も
で

き
ま
す
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

日
本
政
策
金
融
公
庫
教
育
ロ
ー

ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５

６
）

○
つ
な
が
ら
な
い
場
合

（
☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６

５
６
）

受
付
時
間　
月
～
金
曜
日　

午
前

９
時
～
午
後
９
時

土
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
５

時

　

県
内
中
学
生
の
市
郡
代
表
に
よ

る
「
少
年
の
主
張
島
根
県
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
中
学
生
が
日
常

生
活
を
通
じ
、
考
え
た
り
、
感
じ

た
り
し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

日
時　
９
月
25
日
㈬　

午
前
10
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分

会
場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
育
成
島
根
県
民
会
議

（
☎
０
８
５
２
�
６
５
２
４
）

　

市
国
際
交
流
員
の
ド
ナ
ル
ド
・

マ
ル
ヤ
マ
さ
ん
と
旅
行
に
役
立
つ

英
語
を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時

昼
の
部　
９
月
25
日
㈬
・
10
月
９

日
㈬
・
23
日
㈬
・
11
月
６
日
㈬
・

12
月
４
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～
３
時

夜
の
部　
10
月
２
日
㈬
・
16
日
㈬
・

30
日
㈬
・
11
月
13
日
㈬
・
27
日

㈬午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
１
、
０
０
０
円

（
会
員
５
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
９
月
20
日
㈮

　

さ
ら
に
英
語
力
を
磨
き
た
い
人

に
お
勧
め
！
英
語
で
活
発
な
意
見

交
換
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※　

授
業
は
英
語
が
主
体
で
す
。

日
時

昼
の
部　
10
月
２
日
㈬
・
16
日
㈬
・

30
日
㈬
・
11
月
13
日
㈬
・
27
日

㈬午
後
１
時
30
分
～
３
時

夜
の
部　
９
月
25
日
㈬
・
10
月
９

日
㈬
・
23
日
㈬
・
11
月
６
日
㈬
・

12
月
４
日
㈬

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
１
、
０
０
０
円

（
会
員
５
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
９
月
20
日
㈮

　

市
国
際
交
流
員
の
王
恒
さ
ん
が

教
え
る
初
心
者
に
も
や
さ
し
い
中

国
語
で
す
。

日
時　
９
月
26
日
㈭
・
10
月
３
日

㈭
・
10
日
㈭
・
17
日
㈭
・
24
日
㈭
・

31
日
㈭
・
11
月
７
日
㈭
・
14
日

㈭午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
１
、
０
０
０
円

（
会
員
５
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
９
月
20
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
誰
で

も
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
教

室
を
行
い
ま
す
。
家
族
・
近
所
の

皆
さ
ん
で
参
加
し
て
、
気
持
ち
の

良
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

種
目
は
、「
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
」

と
「
ク
ッ
ブ
」
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
開
催
場
所

①
９
月
10
日
㈫

周
布
小
学
校
体
育
館

②
９
月
11
日
㈬

三
階
小
学
校
体
育
館

③
９
月
12
日
㈭

長
浜
小
学
校
体
育
館

④
９
月
18
日
㈬

浜
田
東
中
学
校
体
育
館

⑤
９
月
19
日
㈭

第
四
中
学
校
体
育
館

時
間　
午
後
７
時
～
９
時

参
加
料　
無
料

※　

申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
こ
の
会
場
に
参
加
し
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
、
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室

内
用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
☎
�
９
７
２
１
）

少
年
の
主
張
島
根
県
大
会
を

開
催
し
ま
す

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

旅
行
で
使
え
る
英
会
話

（
初
級
英
語
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
！

English!

秋

中
国
語
講
座
（
初
級
）
～
一
人

で
街
歩
き
が
で
き
る
単
語
編
～

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

を
開
催
し
ま
す
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　８月３日㈯、「2013浜っ子夏まつり」が浜田漁港で開催され
ました。
　会場に設けられた特設ステージでは、市内で活動する７団体
が、様々なダンスや踊りなど、市民ステージで会場を盛り上げ
ました。また、セレモニーでは、「観光大使はまだ」の交代式や
浜田市と交流のある広島市・松阪市との交流会が行われました。
　会場は、夏の夜空を焦がす大輪の花火を一目見ようと、約
63,000人の人出でにぎわい、浜田の夏の風物詩を満喫していま
した。 軽快なダンスを披露するダンスユニットのメンバー

　８月１日㈭、今福スポーツ広場のリニューアルを記念して「第
１回今福ふれあいカップ」が今福スポーツ広場で開催されまし
た。このたびの改修で、ターゲットバードゴルフ場として利用
していたスペースがグラウンドゴルフコースになりました。既
存のコースと合わせて、市民の健康増進や異世代交流の場とし
ての利用が期待されます。
　また、こけら落としとなった今大会では、初めてプレーする
新コースに悪戦苦闘しながらも、ホールインワンが飛び出すな
ど、参加者はきれいな芝生の上で存分にプレーを楽しみました。リニューアルしたグラウンドゴルフコース

サイバーホイールを楽しむ子どもたち

　７月28日㈰、「きんたふるさと学校」が小国公民館で開催さ
れました。今回は活動内容を工夫し、幅広い世代や親子連れな
ど新たな参加者を増やすため、公民館と総合型地域スポーツク
ラブ「アスレチックきんた」が連携し、開催しました。
　参加者は、サイバーホイールと呼ばれる回転運動器具や縄跳
びで体を動かし、日頃の運動不足を解消したり、地域の皆さん
と交流を深めたりして、心地よい汗をかきました。
　その後、プールではヤマメのつかみ取りが行われ、子どもた
ちは素早く泳ぐヤマメを必死になって追っていました。

盲導犬と触れ合う来場者

　７月27日㈯、「交流ふれあい祭り」が南高台ビジターセンター
周辺で行われました。この催しは、今市地区まちづくり推進委
員会と島根あさひ社会復帰促進センター内の南高台自治会が、
地域交流を目的として初めて開催しました。
　当日は、焼きそば、たこ焼きなどの屋台、トラック市による
野菜の販売が行われ、浴衣姿の子どもを連れた家族など多くの
来場者でにぎわいました。
　また、大太鼓の独奏やアマチュアバンドの演奏、盲導犬によ
るデモンストレーションが行われ会場を盛り上げました。

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

つながる花火－夢舞台
～ 2013浜っ子夏まつり ～

かなぎ今福スポーツ広場　新しいコースでプレー
～ 今福ふれあいカップ グラウンドゴルフ大会 ～

かなぎ汗をかいて交流を深めました
～ きんたふるさと学校 ～

祭りを通じて地域交流
～ 交流ふれあい祭り ～

あさひ
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７月13日㈯、「豪雨災害を語る」と題した防災講演会が石正
美術館でありました。
今年は、昭和58年豪雨災害から30年という節目を迎えます。

災害の風化を防ぎ、市民の防災意識を高めることを目的に開催
された講演会には、約40人の参加がありました。
当日は、市民を代表して災害を体験した２人が、当時の出来

事や復興の中での体験や当時の思いを語りました。
また、石正美術館内のギャラリーには、昭和58年災害の写真

パネルも展示され、来場者は熱心に見入っていました。当時の様子を語る清水さん(右)と竹内さん(左)

「たっちゃん」の紙芝居で会場は大爆笑！

　７月14日㈰、「第13回生涯学習と健康福祉の集い」が弥栄会
館で開催されました。
　今年は笑いをテーマにした「たっちゃん」の紙芝居や、「元
気な90歳を目指して」と題して、弥栄診療所が地域の現状につ
いてクイズ形式の発表などを行いました。
　また、物忘れの度合いや血管年齢などの健康測定が実施され、
それぞれ自分の健康状態をチェックしました。
　同会場では弥栄の市「や市」も開催され、会場は大いに盛り
上がりました。

　７月14日㈰、「川魚を味わう会」が天狗石農村交流センター
で行われました。
　この催しは、市木地区まちづくり推進委員会と八戸川漁協市
木支部が開催し、市内外から150人の来場者でにぎわいました。
　当日は朝早くから釣ってきた鮎やウナギを炭火で焼き、ふだ
んあまり口にすることのないナマズやスッポンなどの料理も振
る舞われ、来場者は川魚に舌鼓を打っていました。市木地区ま
ちづくり推進委員会会長の柿木孝雄さんは「多くの人に川魚を
食べてもらい、川の魅力を知ってほしい」と話していました。鮎を炭火で焼く参加者

　７月14日㈰、国府海水浴場の海開きが行われました。
　梅雨が明け晴天に恵まれ、絶好の海水浴日和となったこの日
は、最初に安全祈願祭が行われ、続いて昨年までの「ヒラメの
つかみ取り」に代わる「ぬるぬる坂道ダッシュ」が行われまし
た。これは、傾斜角25度、高さ５ｍの坂道に、ぬるぬるの液体
を流し、20秒の間に頂上までたどり着くと賞品がもらえるとい
うイベントです。
　約90人の参加者は、滑って登れずに苦戦していました。成功
した２人には、周りの人から盛大な拍手が送られていました。 必死にぬるぬる坂道を駆け上がる参加者

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

はまだ

語り継ぐことの大切さ
～ 昭和58年災害から30年 ～

みすみ

やさか学び・健やか・暮らしいきいき
～ 生涯学習と健康福祉の集い ～

あさひ清流の恵みを味わう
～ 川魚を味わう会 ～

海水浴シーズン到来！
～ 国府海水浴場海開き ～



広報はまだ：平成25年９月号　　　22

やさか

　金城町下来原の湿地帯で、ハッチョウトンボの生息が確認さ
れました。
　ハッチョウトンボは、体長が１円玉の直径とほぼ同じ約２㎝
で、世界的にも最も小さな部類のトンボです。近年では全国的
に生息数が減少し、島根県では準絶滅危惧種に指定されていま
す。このため、地域の有志の皆さんが生息地の案内看板を設置
するなど、ハッチョウトンボを守る取り組みを始めました。
　関係者は「まずは関心を持ってもらうこと。そして地域の宝
として、地域の手で守っていきたい」と語っています。

　６月30日㈰、「第34回Ｂ＆Ｇスポーツ大会島根県大会水上の
部」が田の浦海岸で開催されました。
　当日は、県内各地にあるＢ＆Ｇ海洋センターから小・中学生
のクラブ員約40人が参加し、「カヌー」「ローボート」「ＯＰヨッ
ト」の３種目で競い合いました。
　選手たちは、観戦者からの盛大な応援のなか、日頃の練習の
成果を発揮しようと一生懸命、競技に取り組んでいました。
　子どもたちの真剣な表情と笑顔が見られた１日となりました。

　７月５日㈮、節電についての学習とうちわの作成が弥栄小学
校で行われました。
　安城公民館とはまだエコライフ推進隊弥栄支部が、節電につ
いての話をした後、全児童が「節電をしながら健康に夏を過ご
せるように」という思いを、うちわに描きました。
　作成したうちわは、７月17日㈬に高齢者宅と事業所へ、「こ
のうちわを使って、快適な夏を過ごし、無理のない節電を心掛
けましょう！」と呼び掛けながら届けました。

夏の健康を願い、うちわに絵を描きました

　７月４日㈭から６日㈯まで、「杵束公民館通学合宿」がやさ
かフットサル場横「林友館」で行われました。
　この通学合宿には、弥栄小学校の５・６年生12人が参加。ス
タッフとして地域の皆さんや県立大学生が参加して、一緒に集
団生活を体験しました。
　子どもたちは、親元を離れて集団生活をすることで自立性、
協調性を学び、そして家族の大切さを知ることができました。
さらに関わった皆さんとのつながりも深めました。

大学生に教えてもらいながら勉強する小学生

ヨット競技の様子

6月から7月まで湿地帯で見られました

まちのわだい ♥Town Topics

自然と自分自身に挑む！
～ Ｂ＆Ｇスポーツ大会島根県大会 ～

暑い夏を乗り切ろう！
～ うちわ作成・贈呈 ～

みすみ

日本一小さなトンボを守ろう
～ 赤い妖精　ハッチョウトンボ ～

一緒に泊まって学校へ通おう
～ 第７回杵束公民館通学合宿 ～

やさか

やさか

かなぎ
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講
座
Ⅴ

ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
学

講
師　
飯
田
泰
三
（
浜
田
キ
ャ

ン
パ
ス
教
授
）

①
稲
の
道
（
長
江
文
明
）
か
ら

　

９
月
25
日
㈬

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

②
南
方
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
か

　
ら

　

10
月
２
日
㈬

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

③
延
辺
（
中
国
吉
林
省
朝
鮮
族

　
自
治
州
）
か
ら

　

10
月
９
日
㈬

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

会
場　
島
根
県
立
大
学
講
義
・

研
究
棟
中
講
義
室
３

問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
連
携
課

（
☎
�
２
３
９
６
）

海
遊
祭
初
日
、
講
堂
で
県
立
大
学

生
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
俺
は

ま
だ
本
気
だ
し
て
な
い
だ
け
」
を
開

催
し
ま
す
。

海
外
を
拠
点
に
留
学
、イ
ン
タ
ー
ン
、

交
流
事
業
、
旅
を
通
じ
て
「
驚
き
・

挑
戦
・
成
長
」
を
経
験
し
た
学
生
が

自
ら
の
体
験
を
語
り
ま
す
。
生
の
体

験
を
語
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
あ
ら

ゆ
る
夢
の
可
能
性
を
広
げ
る
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
ま
ち
が
い
な
し
。
詳

し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
山
口
さ
ん

E
m
a
il:e5

0
1
0
2
2
1
@

p
o
licy.

u-shim
ane.ac.jp

第
10
回
島
根
県
立
大
学
運
動
会
開

催
実
行
委
員
会
で
す
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
一
期
×
一
会
～
忘
れ
ら
れ
な

い
10
周
年
～
」
で
す
。
今
年
で
運
動

会
も
10
周
年
と
な
り
、
節
目
の
運
動

会
と
な
り
ま
す
。

海遊祭実行委員

開
催
日　
10
月
13
日
㈰
・
14
日
㈷

会
場　
島
根
県
立
大
学

テ
ー
マ　

　

海か
い

新し
ん

撃げ
き

～
青
が
胸
打
つ
二
日
間
～

第
14
回
海
遊
祭
実
行
委
員
会
委
員

長
の
原
口
尭た

か

彰あ
き

で
す
。
今
年
も
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
10
月

13
日
㈰
・
14
日
㈷
に
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
海
遊
祭
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
斬
新
」
で
す
。
そ
し
て
、
メ
イ
ン

テ
ー
マ
は
「
海
新
撃
」
に
決
定
し
ま

し
た
。

海
新
撃
の
「
海
」
と
は
海
遊
祭
の

「
海
」、「
新
」
は
来
場
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
印
象
に
残
る
よ
う
な
新
し
い
海

遊
祭
を
作
る
、
「
撃
」
は
皆
さ
ん
に

衝
撃
を
与
え
る
よ
う
な
海
遊
祭
を
作

る
と
い
う
意
味
を
込
め
ま
し
た
。

サ
ブ
テ
ー
マ
の
「
青
が
胸
打
つ
二

日
間
」は
、海
遊
祭
の
メ
イ
ン
カ
ラ
ー

で
あ
り
、
委
員
長
の
私
が
最
も
好
き

な
色
「
青
」
を
海
遊
祭
全
体
に
取
り

入
れ
て
ほ
し
く
、
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
海
遊
祭
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
の
海
遊
祭
は
、
例
年
に
は
な

い
企
画
や
模
擬
店
を
行
う
予
定
で
す
。

ま
ず
「
は
ま
け
ん
。」
で
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
県
大
生
、
ど
ち
ら
が
勝

つ
か
を
予
想
し
て
も
ら
い
、
来
場
者

に
抽
選
で
豪
華
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

　
「S

how
 w

in 
ど
う
？
」
で
は
、

学
生
が
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
斬
新
な
服

装
で
登
場
し
ま
す
。
そ
し
て
、
恒
例

と
な
っ
た
「
華
の
県
大
生
」
も
開
催

す
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
「
模
擬
店
グ
ラ
ン
プ
リ
」

を
開
催
し
、
最
も
素
晴
ら
し
い
模
擬

店
に
は
豪
華
賞
品
を
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
の
皆
さ
ん
に
よ
る
模
擬
店
「
地

域
物
産
展
」
も
行
う
予
定
で
す
。
ほ

か
に
も
様
々
な
企
画
や
展
示
が
目
白

押
し
で
す
。
ま
た
、
海
遊
祭
当
日
の

装
飾
に
も
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。
来

場
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
印
象
に
残
る
よ

う
な
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
装
飾
を
考

え
て
い
ま
す
。

半
年
間
、
我
々
が
作
り
上
げ
て
き

た
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
の
テ
ー
マ
に
は
、
第
１
回
運
動

会
か
ら
の
「
運
動
会
が
県
立
大
生
と

市
民
の
皆
さ
ん
の
出
会
い
の
場
と
な

れ
る
よ
う
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
も

う
一
度
見
つ
め
直
し
、
再
確
認
し
て

頑
張
ろ
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
×
（
か
け
る
）
に
は
10
周

年
に
懸
け
る
、
全
力
で
駆
け
る
、
な

ど
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
実
行
委

員
会
に
と
っ
て
も
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
運
動
会
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
テ
ー
マ
を
胸
に
、
今
年
も

正
々
堂
々
と
戦
い
、
よ
い
汗
を
流
し

ま
し
ょ
う
！
運
動
会
に
は
市
民
の
皆

さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
の
エ
ン
ト
リ
ー 運動会テーマ

枠
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　
10
月
５
日
㈯

エ
ン
ト
リ
ー　
10
月
４
日
㈮
ま
で

参
加
費　
５
０
０
円
（
保
険
代
・
参

加
賞
代
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
先　
景
山
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
３
７
４
７
‐
５
１

５
３
）
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vol.119
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

第
1４
回
海
遊
祭

県
立
大
学
海
外
渡
航
者
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

第
10
回
島
根
県
立
大
学
運
動
会

公
開
講
座
の
ご
案
内
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✚
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✚

✚
✚

✚
✚
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✚
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✚
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✚
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✚
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✚
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✚
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✚
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✚
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✚
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✚
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✚
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✚
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✚
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✚
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✚
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✚
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✚
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✚
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✚
✚

✚
✚

✚ 　

石
正
美
術
館
で
は
、
企
画
展
「
青

の
世
界
」
を
開
催
中
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
１
つ
の
花
を
10
人
の

画
家
が
見
て
描
い
た
と
し
ま
す
。
10

枚
の
画
面
に
同
じ
絵
が
並
ぶ
で
し
ょ

う
か
？
い
い
え
、
き
っ
と
形
も
大
き

さ
も
違
え
ば
、
色
だ
っ
て
違
う
10
枚

の
絵
が
並
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

特
に
色
は
、
画
家
そ
れ
ぞ
れ
の
感

性
や
そ
の
と
き
の
感
情
が
素
直
に
表

れ
る
、
表
現
に
お
い
て
最
も
重
要
な

も
の
と
も
い
え
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
日
本
画
家
・
石
本
正

（
93
歳
）
を
は
じ
め
と
す
る
12
人
の

作
品
に
使
わ
れ
た
「
青
」
に
注
目
し
、

青
色
か
ら
見
え
て
く
る
画
家
の
心

や
、作
品
に
込
め
た
思
い
に
迫
り
ま
す
。

会
期　
９
月
29
日
㈰
ま
で

料
金

　

一
般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

　《本館・新館展示室》
企画展「青の世界」
　９月29日㈰まで
○次回展示
【本館】
　特別展「石本正　対象からの誘惑」
【新館】
　特別展「石本正　素描の魅力」
　　10月５日㈯～12月１日㈰

《ギャラリー展示》
碧い石見の芸術祭2013「全国美術大学
奨学日本画展2013」
９月16日㈷まで

 《イベント情報》
お月見の会
　９月19日㈭
　午後６時30分～８時30分
（お月見ライブ　午後７時～８時）
コールしおさいコンサート
　９月28日㈯　午後２時～３時

休館日のお知らせ
　月曜日（祝日は開館、翌日休館）
※　９月30日㈪～10月４日㈮は、展示
替えのため休館します。

石本正「五条坂風景」1950年

　石正美術館恒例の、中秋の名月を楽しむお月見の会。今年
のライブゲストは、メンバー全員が浄土真宗のお坊さんばか
りという珍しいスカバンド「ザ・スペシャル坊ズ」と、地元
のダンスチーム「Ｏ

お ー

.Ｋ
け ー

 c
くるー

rew」＋KOSHIN ！
　軽快なスカのリズムとヒップホップのダンスで、身も心も
躍らせながら、にぎやかにお月見をしましょう！また回廊・
中庭ではお茶席も開かれます。
　なお、展示室は午後８時30分まで鑑賞できます。ぜひお誘
い合わせの上、お越しください。
日時　９月19日㈭　午後６時30分～８時30分
（お月見ライブ　午後７時～８時）
会場　石正美術館中庭（雨天の場合は創作室）
料金　お月見ライブ　無料
　　　お茶席　３００円（浜松の会　お抹茶・お菓子付）
ライブゲスト　ザ・スペシャル坊ズ
　　　　　　　ダンスチームＯ.Ｋ crew＋KOSHIN
問い合わせ先
　石正美術館（☎�４３８８）

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
の
お
知
ら
せ

◎お月見の会
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ヤマタノニョロチ

カンカン水てっぽう

　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
体
験

型
の
現
代
美
術
展
を
開
催
し
て
い
ま

す
。“
遊
び
”
と
“
美
術
”
を
融
合

さ
せ
た
、
そ
の
名
も
「
遊
美
展
」。

　

す
ご
ろ
く
や
滑
り
台
と
い
っ
た

“
遊
び
”
と
、
現
代
美
術
作
家
の
ユ

ニ
ー
ク
な
表
現
方
法
の
“
美
術
”
を

組
み
合
わ
せ
た
、
楽
し
い
展
覧
会
で

す
。

《
自
分
の
星
を
つ
く
ろ
う
》

　

現
代
美
術
作
家
の
先
生
と
一
緒
に

ボ
ー
ル
を
土
台
に
粘
土
な
ど
の
材
料

を
く
っ
つ
け
て
、
自
分
の
星
を
作
ろ

う
。

◎
９
月
22
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

講
師　
牛
嶋
均
さ
ん

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　
時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
ヨ
ー
グ
ル
ト
シ
ェ
イ
ク
》

　

凍
ら
せ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
で
お
い
し

い
シ
ェ
イ
ク
を
作
ろ
う
！

◎
９
月
１
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
５
０
円

《
カ
ン
カ
ン
水
て
っ
ぽ
う
》

　

空
き
缶
で
作
る
水
て
っ
ぽ
う
で
、

的
当
て
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
！

◎
９
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

　

全
て
の
作
品
が
参
加
体
験
型
の
作

品
と
な
っ
て
お
り
、
小
さ
な
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
皆
さ

ん
が
、
遊
び
心
い
っ
ぱ
い
の
現
代
美

術
作
品
を
堪
能
し
て
い
ま
す
。

　

会
期
残
り
僅
か
と
な
り
ま
し
た
が
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
多
様
な
現
代
美

術
作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
９
月
23
日
㈷
ま
で

観
覧
料　
　
一
般　
　
　

５
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　
　

３
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　
　

２
０
０
円

　

９
月
28
日
㈯
か
ら
「
第
45
回
浜
田

市
美
術
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

石
見
地
域
の
幅
広
い
世
代
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
絵
画
・
写
真
・
書
・
工
芸

な
ど
の
芸
術
作
品
の
数
々
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

会
期　
９
月
28
日
㈯
～
10
月
６
日
㈰

観
覧
料　
無
料

《
ミ
ラ
ク
ル
ミ
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
》

　

の
ぞ
く
と
不
思
議
な
世
界
が
広
が

る
魔
法
の
箱
を
作
る
よ
。

◎
９
月
14
日
㈯
～
16
日
㈷

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

《
ロ
ケ
ッ
ト
＆
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
》

　

傘
ぶ
く
ろ
ロ
ケ
ッ
ト
と
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
、

作
っ
て
遊
ぼ
う
！

◎
９
月
21
日
㈯
・
23
日
㈷

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

傘ぶくろロケット

９
月
の
休
館
日

月
曜
日　
２
日
・
９
日

振
替
休　
17
日
㈫

展
示
替　
24
日
㈫
～
27
日
㈮

　

３
階
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室
で
は
、
世

界
各
国
の
児
童
作
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
観
覧
料
は
無
料
で
す
の
で
、

夢
あ
ふ
れ
る
作
品
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.201

有

料

広

告

「
遊あ

そ

美び

展
」好
評
開
催
中
！

９
月
の
イ
ベ
ン
ト

第
４５
回
浜
田
市
美
術
展

ゲ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室
の
ご
案
内
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中央図書館　☎�０４８０
金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８
三隅図書館　☎�０３３８

　

中
央
図
書
館
の
開
館
に
合
わ
せ

て
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ペ
ー
ジ
の

一
部
に
ア
ド
レ
ス
の
変
更
が
あ
り

ま
す
。

h
ttp

s://w
w
w
.lib

ra
ry.city.

ham
ada.shim

ane.jp/

金
城
図
書
館

★
絵
本
お
話
の
会

日
時　
９
月
６
日
㈮

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
書
絵
本
コ
ー
ナ
ー

旭
図
書
館

★
ぶ
っ
く
ん
の
お
は
な
し
タ
イ
ム

日
時　
９
月
４
日
㈬

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
コ
ー
ナ
ー

※　

毎
月
第
１
水
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

三
隅
図
書
館

★
お
は
な
し
会

日
時　
９
月
14
日
㈯

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

★
ぺ
た
ぺ
た
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お

は
な
し
の
へ
や
に
あ
る
パ
ネ
ル
の

飾
り
付
け
を
し
ま
す
。

貸
出
冊
数　
個
人　

10
冊
ま
で

　
　
　
　
　

団
体　

50
冊
ま
で

貸
出
期
間　
個
人　

２
週
間

　
　
　
　
　

団
体　

１
か
月
間

利
用
者
カ
ー
ド

　

利
用
者
カ
ー
ド
は
、
図
書
館
の

全
館
（
移
動
図
書
館
を
含
む
。）
で

使
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
１
日
か
ら
紛
失
な

ど
の
理
由
に
よ
る
利
用
者
カ
ー
ド

の
再
発
行
は
、
１
０
０
円
の
実
費

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
人

　

図
書
館
に
利
用
登
録
と
パ
ス
ワ

ー
ド
設
定
を
し
た
人

利
用
可
能
な
電
子
書
籍

　

約
１
、
２
０
０
タ
イ
ト
ル

利
用
で
き
る
端
末

○　

パ
ソ
コ
ン
（w

indow
sXP

・

V
ista

・
７
・
８
）

○　

A
ndroid

系
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

○　

iPad

・iPhone

な
ど
・iO

s

系
端
末

利
用
手
順

⑴　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
専

用
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
ま
す
。

⑵　

電
子
書
籍
を
読
む
た
め
の
専

用
ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

ま
す
。
な
お
、
利
用
す
る
端
末

に
よ
っ
て
ソ
フ
ト
が
異
な
り
ま

す
。

⑶　

専
用
サ
イ
ト
に
Ⅰ
Ｄ
（
利
用

者
カ
ー
ド
の
番
号
）
と
パ
ス

ワ
ー
ド
を
入
力
し
、
ロ
グ
イ
ン

し
ま
す
。

⑷　

浜
田
市
電
子
図
書
館
の
全
て

の
電
子
書
籍
の
検
索
が
で
き
ま

す
の
で
、
閲
覧
、
貸
出
し
な
ど

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
出
・
返
却
な
ど

貸
出
冊
数　
３
冊
ま
で

※　

一
般
図
書
・
雑
誌
の
貸
出
冊

数
に
は
含
め
ま
せ
ん
。

貸
出
期
間　
２
週
間

返
却
方
法　
端
末
か
ら
の
返
却
操

作
で
い
つ
で
も
返
却
で
き
ま

す
。
ま
た
、
２
週
間
経
過
す
る

と
自
動
的
に
返
却
さ
れ
ま
す
。

予
約　
借
り
た
い
書
籍
が
貸
出
中

の
場
合
は
、
予
約
で
き
ま
す
。

※　

館
内
閲
覧
用
にiP

ad

（
10

台
）
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　コリーン・テイラー著
　　　　　　　　　　　　　　　　　原書房　８月下旬刊行
　著者は、シカゴ在住のフードライター。インドの食べ物に詳しい。
世界中に広がる食べ物「カレー」を、その歴史についてカラー図版
とともに紹介する。今や「グローバル」という形容詞にふさわしく、
南北アメリカ、アフリカにまで広がっている。レシピ集の付録付き。

中
央
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日

　

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
日

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
図
書

館開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

図書館情報★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

図
書
館
利
用
案
内

電
子
図
書
館
利
用
案
内

全
館
共
通
の
お
知
ら
せ

分
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

「カレーの歴史」
おすすめの一冊！
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後
期
受
講
生
（
10
月
～
３
月
）
募
集

　

温
水
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
・
ス
タ
ジ
オ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
・
子

ど
も
向
け
教
室
な
ど
、
心
身
の
健
康

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
講
座
を
多

数
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

受
付
開
始

　

９
月
２
日
㈪　

午
前
９
時
～

申
込
方
法　
申
込
書
（
ラ
・
ペ
ア
ー

レ
浜
田
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
受
講
料
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

体
験
会

①
中
国
語
会
話
・
初
級

　

初
心
者
の
人
で
も
、
日
常
生
活
で

す
ぐ
話
せ
る
よ
う
な
中
国
語
会
話
を

中
心
と
し
た
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。

日　
９
月
19
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

講
師　
林り

ん

艶え
ん

さ
ん

定　
10
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
９
月
18
日
㈬

②
ゆ
る
体
操
＆
ゆ
る
筋
ト
レ

　

身
体
を
ゆ
る
め
る
「
ゆ
る
体
操
」

と
筋
ト
レ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

ま
る
で
違
う
筋
ト
レ
に
な
り
ま
す
。

日　
９
月
17
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

講
師　
松
井
達
也
さ
ん

定　
20
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
９
月
16
日
㈷

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

③
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル　
ベ
ー
シ
ッ

ク
セ
ブ
ン

　

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
を
効
果
的
に

使
用
す
る
た
め
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を

し
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
と

呼
吸
を
意
識
し
て
行
い
ま
す
。

日　
９
月
25
日
㈬

　

午
後
７
時
～
８
時

　

９
月
26
日
㈭

　

午
前
10
時
～
11
時

講
師　
床と

こ

田だ

眞ま

由ゆ

美み

さ
ん

定　
各
日
10
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
参
加
す
る
日
の
前
日

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

④
ジ
ム
マ
シ
ー
ン　

デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン

　

ジ
ム
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ー
ン
全
般
の
使
用
方
法
な
ど
を
説

明
し
、
よ
り
効
果
的
な
使
用
法
を
指

導
し
ま
す
。

日　
９
月
26
日
㈭

　

午
前
11
時
～
正
午

講
師　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田
専
属
ト

レ
ー
ナ
ー

定　
20
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
９
月
25
日
㈬

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
室
内
用

シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
～
④
共
通

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

　

ス
キ
ー
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
似
た
棒

を
使
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。ポ
ー

ル
を
つ
い
て
歩
く
こ
と
で
足
の
負
担

が
軽
く
、
無
理
な
く
腕
や
肩
な
ど
の

筋
肉
も
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日　
９
月
15
日
㈰
・
10
月
20
日
㈰

（
小
雨
決
行
）

　

午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所

　

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

指
導　
浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク

ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ

定　
30
人
程
度

料　
無
料
（
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
料

５
０
０
円
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

歩
き
や
す
い
服
装
で
、タ
オ
ル
・

飲
み
物
・
着
替
え
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

日　
９
月
28
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
元
浜
町
旧
魚
市
場
付
近

清
掃
場
所　
か
も
め
公
園
一
帯
（
元

浜
町
）

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

　

４
４
‐
９
４
２
９
）
「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

まちかど伝言板

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

後
期
受
講
生
・
体
験
会

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
？

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
　

集

　
　　

　

　



広報はまだ：平成25年９月号　　　28

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

市
の
福
祉
事
業
の
支
援
や
、
東
日

本
大
震
災
義
援
金
の
募
金
を
目
的

に
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

日　
９
月
29
日
㈰

場　
浜
田
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス

料　
メ
ン
バ
ー　
　

９
、
０
０
０
円

　
　

ビ
ジ
タ
ー　

１
３
、
１
０
０
円

※　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
参
加
料
３
、
０
０
０

円
・
プ
レ
イ
代
・
食
事
代
・
グ
リ

ン
フ
ィ
ー
を
含
み
ま
す
。

申
込
締
切
日　
９
月
17
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
亀
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
事
務
局
（
☎
�
０
６
０
０
）

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
身
体
・
知

的
・
精
神
の
障
が
い
を
越
え
た
そ
れ

ぞ
れ
の
交
流
や
、
障
が
い
者
の
社
会

参
加
を
目
的
と
し
て
軽
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
在
学
者
で
な
い

18
歳
以
上
の
身
体
・
知
的
・
精
神

障
が
い
者

日　
10
月
５
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

申
込
期
間　
９
月
10
日
㈫
～
27
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
�
０
０

　

９
４
・
▢ＦＡＸ
�
６
９
３
０
）

　

毎
年
５
月
に
開
催
し
て
い
た
石
央

ふ
れ
あ
い
余
芸
大
会
を
、
今
回
か
ら

装
い
を
新
た
に
「
新
春
石
央
ふ
れ
あ

い
余
芸
大
会
」
と
し
て
１
月
に
開
催

し
ま
す
。
こ
の
余
芸
大
会
に
出
演
す

る
団
体
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日　
平
成
26
年
１
月
19
日
㈰

　

午
後
１
時
～
５
時
（
予
定
）

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

申
込
締
切
日　
10
月
15
日
㈫

申
込
方
法　
出
演
団
体
名
・
出
演
内

容
・
上
演
所
要
時
間
・
日
頃
の
活

動
状
況
・
代
表
者
名
・
連
絡
先
（
住

所
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
又

は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を
記
入
の

上
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
多
数
の
場
合
、
選
考
会
を

行
い
、
10
月
下
旬
に
選
考
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

事
務
局
【
〒
６
９
７
‐
０
０
２
７

　

殿
町
１
２
４
‐
２
（
☎
�
３
７
５

　

９
・
▢ＦＡＸ
�
７
７
２
７
）】

E
m
a
il:h

a
m
a
d
a
lc@

cro
n
o
s.

ocn.ne.jp

　

誰
も
が
ギ
タ
ー
を
抱
え
、
教
室
そ

し
て
野
外
で
共
に
ハ
モ
っ
た
青
春
の

日
々
。
若
き
日
を
追
想
し
な
が
ら
懐

か
し
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
歌
唱
し

ま
せ
ん
か
。
出
演
は
個
人
又
は
グ

ル
ー
プ
で
、
曲
名
は
既
成
の
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ（
１
９
６
０
～
８
０
年
代
・

和
・
洋
を
問
い
ま
せ
ん
。）
１
曲
と

し
ま
す
。
若
い
世
代
の
人
の
出
演
も

大
歓
迎
で
す
。

対
象　
高
校
生
以
上

日　
平
成
26
年
２
月
23
日
㈰

開
場　
午
後
０
時
30
分

開
演　
午
後
１
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

定　
先
着
20
組

料　
１
、
５
０
０
円

申
込
締
切
日　
９
月
30
日
㈪

申
込
方
法　

申
込
書
（
石
央
文
化

ホ
ー
ル
に
あ
り
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

h
ttp

://fish
.m

ira
cle.n

e.jp
/

ham
abun/

　

障
が
い
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
な

が
ら
、
地
域
で
生
き
る
子
ど
も
た
ち

を
理
解
し
、
支
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を

広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
講
座
は
年

間
10
回
程
度
計
画
し
、
講
義
だ
け
で

な
く
実
際
に
子
ど
も
た
ち
と
活
動
す

る
講
座
も
あ
り
ま
す
。

対
象　
高
校
生
以
上

第
４
回

内
容　
聴
覚
障
が
い
に
つ
い
て

日　
９
月
７
日
㈯

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

講
座　
午
前
10
時
～
正
午

場　
い
わ
み
ー
る

第
５
回

内
容　
浜
田
養
護
学
校
学
校
見
学

日　
９
月
30
日
㈪

受
付　
午
前
９
時
45
分
～

講
座　
午
前
10
時
～
正
午

場　
浜
田
養
護
学
校

第
６
回

内
容　
感
覚
統
合
に
つ
い
て

有

料

広

告

浜
田
亀
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
　
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
（
軽
ス
ポ
ー
ツ
）
参
加
者

新
春
石
央
ふ
れ
あ
い

余
芸
大
会
参
加
者

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
演
奏
者

浜
田
養
護
学
校

　
　
　
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

教
室
・
講
座
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日　
10
月
５
日
㈯

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

講
座　
午
前
10
時
～
正
午

場　
浜
田
養
護
学
校

第
７
回

内
容　
保
護
者
の
話
・
国
府
地
区
で

の
活
動
紹
介

日　
12
月
14
日
㈯

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

講
座　
午
前
10
時
～
正
午

場　
国
府
公
民
館

料　
年
間
２
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

件
名
に
「
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
申
込

み
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
養
護
学
校　

水
内
さ

ん
・
佐
々
木
さ
ん
・
安
部
さ
ん

（
☎
�
２
２
０
０
・
▢ＦＡＸ
�
２
２
０

１
）

E
m
a
il:h

a
m
a
d
a
yo

g
o
@

p
ref.

shim
ane.lg.jp

　

調
理
補
助
関
係
の
仕
事
を
希
望
し

て
い
る
人
又
は
関
心
の
あ
る
人
に
、

働
く
き
っ
か
け
と
し
て
も
ら
う
た
め

の
講
習
で
す
。
実
習
に
加
え
、
就
活

支
援
セ
ミ
ナ
ー
と
企
業
と
の
面
接
会

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
55
歳
以
上

講
習
期
間　
11
月
７
日
㈭
～
19
日
㈫

（
平
日
９
日
間
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定　
15
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
10
月
24
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
浜
田
分
室

（
☎
�
４
６
８
０
）

「
人
間
存
在
へ
限
り
な
い
愛
情
を

抱
く
」
写
真
家
で
元
高
校
教
員
の
永

見
さ
ん
が
、
戦
後
の
昭
和
か
ら
平
成

に
撮
影
さ
れ
た
未
公
開
を
含
む
風

俗
・
風
景
写
真
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

日　
９
月
10
日
㈫
～
12
月
15
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

　

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※　

月
曜
日
と
祝
日
の
翌
日
は
休
館

日
で
す
。

場　
浜
田
郷
土
資
料
館

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

　

金
魚
の
王
様
「
ら
ん
ち
ゅ
う
」
の

品
評
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
９
月
14
日
㈯
（
雨
天
決
行
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

場　
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
６
号
上
屋
（
マ
リ

ン
大
橋
手
前
）

問　
石
見
金
魚
愛
好
会　

大
竹
幸
男

さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
３
７
４
０
‐

８
４
３
８
）

　

江
津
市
桜
江
町
市
山
の
魅
力
を
再

発
見
し
ま
す
。
野の

口ぐ
ち

雨う

情じ
ょ
う

と
千せ

ん

丈じ
ょ
う

渓け
い

の
開
発
物
語
。
中
世
市
山
城
の
合
戦
と

浜
田
三
次
往
還
の
風
情
。
時
空
を
越
え

た
幻
想
の
旅
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日　
９
月
15
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
千
丈
渓
駐
車
場

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

　

今
年
は
、
60
周
年
記
念
の
文
化
祭

で
、
生
徒
会
特
別
企
画
と
し
て
、
学

校
に
関
わ
る
人
た
ち
が
、
み
ん
な
で

楽
し
め
、
触
れ
合
え
る
企
画
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
学
部
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
発
表
・
学
習
展
示
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
よ
る
バ
ザ
ー
な
ど
を
行
い
ま

す
。

日　
９
月
15
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
０
時
35
分

場　
浜
田
ろ
う
学
校

問　
浜
田
ろ
う
学
校　

小
川
さ
ん

（
☎
�
０
１
４
６
・
▢ＦＡＸ
�
２
０
６

３
）

　

秋
の
夕
べ
を
ろ
う
そ
く
の
優
し
い

光
に
包
ま
れ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

光
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
月
待
ち
コ
ン

サ
ー
ト
、
お
茶
席
で
の
お
も
て
な
し

を
し
ま
す
。
ま
た
、
各
店
の
逸
品
を

販
売
し
ま
す
。

テ
ー
マ　
響
と
あ
か
り

日　
９
月
21
日
㈯
（
雨
天
中
止
）

　

午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

場　
紺
屋
町
商
店
街
ふ
れ
あ
い
ロ
ー

ド
問　
紺
屋
町
商
店
街
事
務
局

　

午
前
中
（
☎
�
４
３
５
２
）

掲載枠　１枠縦4.5㎝×横8.5㎝を単位とします。２枠を
結合して広告を掲載することも可能です。
申込方法　市が契約する次の代理店まで申し込んでくだ
さい。
申込先　柏村印刷㈱【相生町３８８９（☎�２０４０・
▢ＦＡＸ�３２７４）】　

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

シ
ニ
ア
の
た
め
の
調
理
補
助

ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習
会

企
画
展

永
見
武
久
の
風
俗
・

　
　
　
　
　
風
景
写
真
展

石
見
金
魚
愛
好
会

ら
ん
ち
ゅ
う
品
評
会

第
１
３
７
回
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
歴
史
紀
行

浜
田
ろ
う
学
校

　
　
60
周
年
記
念
文
化
祭

こ
ん
や
ま
ち
の
月
待
ち

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

「広報はまだ」に掲載する
広告を募集しています
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御便殿

浜田合同庁舎

浜
田
川

ゆ
め
タ
ウ
ン

イ
ズ
ミ

浜田
税務署

〶

至
三
隅

至
金
城

至
江
津

Ｒ９
号

Ｒ
186
号

原井小

　

自
分
の
ペ
ー
ス
で
気
持
ち
よ
く
、

初
秋
の
長
沢
・
生
湯
路
を
歩
き
ま
せ

ん
か
？

対
象　
健
康
な
人
な
ら
ど
な
た
で
も

（
た
だ
し
、
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

日　
９
月
22
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
９
時
～
９
時
30
分

ス
タ
ー
ト　
午
前
10
時

集
合
場
所　
陸
上
競
技
場
前
広
場

コ
ー
ス　
４
㎞
・
８
㎞

料　
無
料

※　

保
険
料
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

が
負
担
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
９
月
18
日
㈬

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

水
筒
・
タ
オ
ル
な
ど
必
要
な
も

の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会　

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９

　

５
０
７
‐
１
７
５
５
）

　

石
見
公
民
館
（
☎
�
１
３
８
０
）

　

竹
島
由
美
子
さ
ん
の
実
践
記
録

「
野
球
部
員
、
演
劇
の
舞
台
に
立

つ
！
」
を
原
作
に
、
リ
ア
ル
で
等
身

大
の
高
校
生
た
ち
の
姿
が
描
か
れ
た

舞
台
劇
で
す
。

対
象　
中
学
生
～
大
人

※　

一
般
の
小
学
生
以
下
は
入
場
で

き
ま
せ
ん
。

日　
10
月
26
日
㈯

開
場　
午
後
６
時
30
分

開
演　
午
後
７
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
前
売
り

　

中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　

１
、
５
０
０
円

　

一
般　
　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

※　

当
日
券
は
５
０
０
円
高

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ
劇
場

　

内　
「
野
球
部
員
、舞
台
に
立
つ
！
」

実
行
委
員
会
（
☎
�
６
３
９
６
）

　

浜
田
城
資
料
館
建
設
期
成
同
盟
会

で
は
、
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
御ご

便べ
ん

殿で
ん

を
舞
台
に
夜
神
楽
と
能
・
笛
の
共

演
を
行
い
ま
す
。
歴
史
的
な
環
境
の

中
で
、
日
本
文
化
の
世
界
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日　
９
月
28
日
㈯
（
雨
天
中
止
）

　

午
後
６
時
～
８
時

場　
御
便
殿

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
す
。

出
演

　

子
ど
も
神
楽　

西
村
子
供
神
楽
社
中

　

能
（
仕
舞
）　

浜
田
謡
曲
連
合
会

　

笛
（
尺
八
）　

光
友
会

料　
無
料

問　
本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
０
）

～
歩
い
て
知
ろ
う
、
学
ぼ
う
、
先
人

の
生
き
ざ
ま
～

　

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
第
２

弾「
島
村
抱
月
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

心
を
込
め
て
ガ
イ
ド
し
ま
す
。

日　
９
月
28
日
㈯

受
付　
午
前
８
時
～

ス
タ
ー
ト　
午
前
８
時
30
分

集
合
場
所　
久
佐
公
民
館

料　
大
人　
　
　
　

３
０
０
円

　
　

中
学
生
以
下　

無
料

問　
久
佐
公
民
館
（
☎
�
２
６
６
６
）

～
お
い
し
く　
楽
し
く　
未
来
は
明

る
く
～

　

フ
ェ
ス
タ
で
は
、
手
作
り
の
お
い

し
い
ご
飯
や
お
や
つ
の
販
売
、
遊
び

や
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
親
子
や
友

達
と
思
い
切
り
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま

す
。
そ
し
て
マ
ジ
ッ
ク
公
演
は
、
ア

ン
デ
ィ
先
生
の
本
格
的
な
マ
ジ
ッ
ク

で
驚
き
の
連
続
で
す
！

日　
９
月
28
日
㈯

フ
ェ
ス
タ

　

午
後
３
時
～
６
時

ア
ン
デ
ィ
先
生
の
ス
ト
リ
ー
ト
マ

ジ
ッ
ク
公
演

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料　
前
売
券

　

お
と
な　
　
　
　

１
、
５
０
０
円

　

子
ど
も
（
４
歳
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

※　

当
日
券
は
３
０
０
円
高

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ
劇
場

内　

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

（
☎
�
６
３
９
６
）

　

今
回
は
、
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協

会
広
島
・
山
口
・
鳥
取
県
各
支
部
と

の
交
流
鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
す
。
鑑

定
に
興
味
の
あ
る
人
は
鑑
定
を
、
鑑

賞
を
楽
し
み
た
い
人
は
鑑
賞
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。
ふ
だ
ん
な
か
な
か

手
に
取
る
こ
と
の
で
き
な
い
名
刀
ぞ

ろ
い
で
す
。
ま
た
、
会
員
も
募
集
し

て
い
ま
す
。
マ
ナ
ー
が
守
れ
る
人
な

ら
老
若
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
９
月
29
日
㈰

　

正
午
～
午
後
４
時

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
研
修
室

料　
２
、
０
０
０
円

問　
石
州
刀
剣
会　

中
野
宅
吉
さ
ん

（
☎
�
５
９
４
９
）

　

県
内
の
体
操
競
技
を
志
す
小
・
中

学
生
・
高
校
生
が
一
同
に
会
し
、
技

と
力
と
美
し
さ
を
競
い
合
い
ま
す
。

日　
９
月
29
日
㈰

開
会
式　
午
前
９
時
20
分
～

競
技
開
始　
午
前
10
時
～

場　
県
立
体
育
館

問　
県
立
体
育
館
内　

建
設
記
念
体

操
競
技
大
会
準
備
委
員
会

（
☎
�
１
２
０
１
）

健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
石
見

浜
田
お
や
こ
劇
場
特
別
例
会

秋
田
雨
雀
・
土
方
与
志
記
念
青
年
劇
場

舞
台
劇
「
野
球
部
員
、

　
　
舞
台
に
立
つ
！
」
公
演

発
見
！
浜
田
城

夜
神
楽
と
能
・
笛
の
世
界

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

島
村
抱
月
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

お
や
こ
フ
ェ
ス
タ
・

ス
ト
リ
ー
ト
マ
ジ
ッ
ク
公
演

石
州
刀
剣
会
鑑
賞
会

県
立
体
育
館
建
設
記
念

島
根
県
体
操
競
技
大
会
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健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
は
、
い

つ
の
時
代
も
人
々
の
願
い
で
す
。
江

戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
料
理
書
を
通

し
て
、
現
在
の
私
た
ち
に
つ
な
が
る

生
き
方
の
姿
勢
を
学
び
た
い
と
思
い

ま
す
。

日　
10
月
５
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

場　
石
見
公
民
館

講
師　
江え

原は
ら

絢あ
や

子こ

さ
ん
（
東
京
家
政

学
院
大
学
・
名
誉
教
授
・
浜
田
市

出
身
）

料　
無
料

問　
文
化
協
会
事
務
局

（
☎
�
６
１
６
１
）

日　
10
月
６
日
㈰

受
付　
午
前
９
時
～

開
始　
午
前
10
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　
１
、
５
０
０
円（
弁
当
代
含
む
。）

※　

参
加
料
の
み
は
１
、
０
０
０
円

に
な
り
ま
す
。

組
み
合
わ
せ

　

無
差
別
ク
ラ
ス
（
六
段
以
上
）

　

Ａ
ク
ラ
ス
（
四
・
五
段
）

　

Ｂ
ク
ラ
ス
（
三
段
）

　

Ｃ
ク
ラ
ス
（
二
段
以
下
）

申
込
締
切
日　
９
月
15
日
㈰

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。 

申
・
問　
日
本
棋
院
浜
田
支
部
事
務

局　

中
島
幸
久
さ
ん

（
☎
�
０
１
８
４
）

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
バ
ウ
ン
ス

ボ
ー
ル
」
に
挑
戦
し
よ
う
。
バ
ウ
ン

ス
ボ
ー
ル
は
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
誰
で
も
気
軽
に
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

対
象　
小
学
生

※　

親
子
で
の
参
加
も
可
能
で
、
就

学
前
の
子
ど
も
も
一
緒
に
参
加
で

き
ま
す
。

日　
10
月
12
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
石
見
公
民
館
研
修
室

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

※　

運
動
で
き
る
服
装
で
、
室
内
用

シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
・
飲
物
な
ど

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
公
民
館

（
☎
�
１
３
８
０
）

　

０
歳
か
ら
楽
し
め
る
童
話
を
テ
ー

マ
に
、
動
物
た
ち
が
織
り
な
す
金
管

五
重
奏
と
弦
楽
四
重
奏
の
お
と
ぎ
の

国
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

対
象　
乳
幼
児
～
一
般

日　
10
月
19
日
㈯

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定
席

　

大
人　
　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

　

３
歳
以
上
～
高
校
生

　
　
　
　
　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

　

親
子
ペ
ア
券　
　

２
、
５
０
０
円

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

今
年
の
「
Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
３
」
は
、
地
域
経
済
活

性
化
・
市
民
交
流
を
柱
に
、
浜
田
の

産
業
祭
と
し
て
、「B

B
 R

evolution

」

を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
５
千
食
の
Ｂ
Ｂ
大
鍋
や
、

シ
ー
サ
イ
ド
石
見
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
・
市
民
の
店
・
車
両
船
舶
展
示

コ
ー
ナ
ー
・
保
育
園
幼
稚
園
児
に
よ

る
作
品
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日　
11
月
３
日
㈷

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　
浜
田
漁
港
周
辺
特
設
会
場

「
市
民
の
店
」
出
店
者
募
集

　

特
産
品
の
販
売
・
展
示
、
飲
食
物

販
売
な
ど
を
出
店
し
、
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
て
も
ら
え
る
個
人
・
団
体

を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、「
Ｂ
Ｂ
＋

１
グ
ル
メ
」
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
店
舗

も
募
集
し
ま
す
。

※　
「
Ｂ
Ｂ
＋
１
グ
ル
メ
」
コ
ン
テ
ス

ト
参
加
店
舗
は
、
浜
田
に
関
係
す

る
海
産
物
を
使
用
し
た
料
理
を
提

供
し
、
来
場
者
の
投
票
で
、
グ
ラ

ン
プ
リ
を
決
定
し
ま
す
。

定　
40
店
舗
（
予
定
）

※　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
ま
す
。

料・
市
民
の
店
（
販
売
を
伴
い
、
Ｂ
Ｂ

＋
１
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加

し
な
い
場
合
）
３
０
、
０
０
０
円

・
市
民
の
店
（
販
売
を
伴
い
、
Ｂ
Ｂ

＋
１
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加

す
る
場
合
）　

２
７
、
０
０
０
円

※　

Ｂ
Ｂ
＋
１
グ
ル
メ
出
品
メ

ニ
ュ
ー
以
外
の
販
売
も
可
能
で
す
。

・
市
民
の
店
（
販
売
を
伴
わ
な
い
場

合
）　
　
　
　

１
５
、
０
０
０
円

※　

い
ず
れ
も
、
１
区
画
あ
た
り
テ

ン
ト
１
張
・
机
２
卓
・
イ
ス
３
脚

を
付
属
し
ま
す
。

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
販
売
は
中

古
品
の
み
で
、
１
区
画
・
３
ｍ
×

２
ｍ
）　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

※　

１
区
画
以
上
必
要
な
場
合
は
、

必
要
区
画
数
を
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

新
品
・
飲
食
料
品
・
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
用
カ
ー
ド
な
ど
の
販
売
は
禁
止

し
ま
す
。

※　

Ｕ
Ｆ
Ｏ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
で
取
っ

た
ぬ
い
ぐ
る
み
は
１
０
０
円
以
下

の
金
額
で
の
み
販
売
を
許
可
し
ま

す
。

「
Ｂ
Ｂ
＋
１
グ
ル
メ
」
参
加
条
件

・
食
材
の
中
に
必
ず
「
浜
田
に
関
係

す
る
海
産
物
（
魚
・
貝
・
の
り
な

ど
）」
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
提
供
数
は
１
品
に
つ
き
１
０
０
皿

～
１
、
０
０
０
皿
の
間
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

・
１
皿
１
０
０
円
で
販
売
し
て
く
だ

さ
い
。

・「
市
民
の
店
」
参
加
申
込
書
に
出

店
す
る
食
べ
物
（
食
材
）
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

１
店
舗
で
数
品
目
の
出
品
も
可

能
で
す
。

申
込
締
切
日　
10
月
４
日
㈮

申
込
方
法　
出
店
要
綱
を
送
付
し
ま

す
の
で
、電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
内　

Ｂ

Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
事
務
局
（
☎
�
３
０
２
５
・

▢ＦＡＸ
�
５
４
０
０
）

Em
ail:yeg@

ham
ada-cci.or.jp

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

文
化
講
演
会

先
人
に
学
ぶ
健
康
で

　
　
長
生
き
す
る
食
生
活

浜
田
市
長
杯
争
奪

　
　
浜
田
市
民
囲
碁
大
会

い
わ
み
っ
子
ス
ポ
ー
ツ
広
場

「
音
楽
の
絵
本
」
浜
田
公
演

Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
３

　　

　



広報はまだ：平成25年９月号　　　32

　

県
で
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
独
身

男
女
の
出
会
い
の
機
会
を
創
出
す
る

た
め
、様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
出
会
い
の
き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
て
「
親
か
ら
は
じ
め
る
縁
結

び
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
独
身
の
子
を
持
つ
親

※　

子
ど
も
本
人
が
結
婚
を
望
ん
で

い
て
、
親
が
こ
の
交
流
会
で
自
分

に
代
わ
っ
て
婚
活
す
る
こ
と
に
同

意
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

日　
11
月
９
日
㈯　

午
後
１
時
～

場　
浜
田
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

定　
30
人（
独
身
男
女
各
15
人
の
親
）

料　
無
料

申
込
締
切
日　
９
月
30
日
㈪
必
着

申
込
方
法　
申
込
書
（
本
庁
市
民
政

策
課
及
び
各
支
所
自
治
振
興
課
に

あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

※　

参
加
の
可
否
は
、
10
月
中
旬
頃

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
・
問　
県
青
少
年
家
庭
課
少
子
化

対
策
推
進
室
【
〒
６
９
０
‐
８
５

　

０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地
（
☎

０
８
５
２
�
６
４
７
５
・
▢ＦＡＸ
０
８

　

５
２
�
６
０
４
５
）】

E
m
a
il:sh

o
si-ta

isa
k
u
@
p
ref.

shim
ane.lg.jp

　

初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
毎

月
１
回
作
品
を
持
ち
寄
り
、
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。
写
真
の
面
白
さ
、

魅
力
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
９
月
18
日
㈬
～
27
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　
日
本
海
信
用
金
庫
本
店
ロ
ビ
ー

料　
無
料

問　
全
日
本
写
真
連
盟
浜
田
支
部　

小
川
さ
ん
（
☎
�
１
９
８
０
）

　
「
秋
・
花
・
友
と
」
を
テ
ー
マ
に
年

１
回
の
支
部
花
展
を
開
催
し
ま
す
。

日　
９
月
22
日
㈰
・
23
日
㈷

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
23
日
㈷

は
午
後
４
時
ま
で
）

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
華
道
家
元
池
坊
浜
田
支
部

　

小
寺
さ
ん
（
☎
�
０
４
９
６
）

　

五
風
会
員
の
１
年
間
の
歩
み
の
作

品
及
び
五
風
誌
の
園
児
・
小
・
中
学

生
・
高
校
生
・
一
般
の
皆
さ
ん
の
優

秀
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日　
９
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
29
日
㈰

は
午
後
４
時
ま
で
）

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
五
風
会　

今
田
さ
ん

（
☎
�
０
７
２
９
）

　

公
益
社
団
法
人
関
西
吟
詩
文
化
協

会
加
盟
の
２
団
体
（
浜
田
・
広
島
）

と
剣
詩
舞
会
派
（
広
島
）
の
三
団
体

合
同
に
よ
る
発
表
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

日　
10
月
６
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

場　
み
ど
り
か
い
か
ん

料　
無
料

問　
島
根
浜
鷺
吟
詠
会　

柳
内
さ
ん

（
☎
�
１
０
８
３
）

　

俳
句
作
品
を
県
内
外
か
ら
募
集

し
、
選
者
先
生
に
選
を
し
て
も
ら
い

作
品
集
を
作
成
す
る
ほ
か
、
俳
句
会

を
開
催
し
ま
す
。

日　
11
月
３
日
㈷

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　
１
、
０
０
０
円

問　
浜
田
ホ
ト
ト
ギ
ス
俳
句
会

　

田
中
さ
ん
（
☎
�
１
４
０
８
）

ア
ク
ア
ス
夏
の
特
別
展「
妖
海
屋
敷
」

～
そ
こ
は
、
妖
し
く
不
気
味
な
生
き

物
た
ち
の
住
ま
う
場
所
。
あ
な
た
は

無
事
こ
の
屋
敷
を
抜
け
ら
れ
る
か
～

　

奇
妙
な
生
き
物
や
妖
怪
に
ち
な
ん

だ
生
き
物
が
大
集
合
。
お
化
け
屋
敷

に
来
た
気
分
で
暑
い
夏
も
凍
り
つ

く
！

日　
９
月
23
日
㈪
ま
で

敬
老
週
間
は
6５
歳
以
上
が
無
料
で
す

　

９
月
15
日
㈰
か
ら
21
日
㈯
の
１
週

間
は
、
65
歳
以
上
の
人
は
ア
ク
ア
ス

入
館
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

対
象　
年
内
に
65
歳
以
上
に
な
る
人

※　

年
齢
の
証
明
で
き
る
も
の
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

９
月
17
日
㈫
は
休
館
日
で
す
。

　

石
見
の
い
ろ
い
ろ
な
味
が
ア
ク
ア

ス
前
に
大
集
合
。

日　
９
月
14
日
㈯
～
16
日
㈷

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
前
中
央
広
場

宝
探
し
大
会

日　
９
月
14
日
㈯
・
22
日
㈰

午
前
10
時
か
ら
の
開
会
式
終
了
後

（
22
日
㈰
は
、
午
前
11
時
～
11
時

30
分
）

ど
こ
ま
で
も
飛
べ
！
「
ビ
ー
チ
サ
ン

ダ
ル
と
ば
し
」
大
会

日　
９
月
15
日
㈰
・
21
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

力
の
限
り
愛
を
叫
べ
！
「
大
声
コ
ン

テ
ス
ト
」

日　
９
月
16
日
㈷

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

わ
く
わ
く
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

日　
９
月
23
日
㈷

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分
（
抽

選
会
は
、
午
後
２
時
か
ら
）

問　
石
見
海
浜
公
園
サ
ン
ド
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
３
in
ア
ク
ア
ス
実
行
委

員
会
（
☎
�
３
９
０
０
）

９
月
の
神
楽
情
報
（
雨
天
中
止
）

日　
１
日
㈰　

西
村
神
楽
社
中

　
　

８
日
㈰　

大
尾
谷
神
楽
社
中

　
　

15
日
㈰　

岡
見
神
遊
座

　
　

16
日
㈷　

波
子
神
楽
社
中

　
　

22
日
㈰　

周
布
鳶
巣
神
楽
保
存
会

　
　

23
日
㈷　

周
布
青
少
年
保
存
会

　
　

29
日
㈰　

美
川
西
神
楽
保
存
会

午
後
１
時
～
３
時（
23
日
㈷
は
、

午
前
11
時
か
ら
午
後
３
時
）

　

今
年
で
４
回
目
と
な
る
「
石
見
海

浜
公
園
サ
ン
ド
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

in
ア
ク
ア
ス
」。
ア
ク
ア
ス
前
の
砂

浜
に
大
型
砂
像
が
出
現
し
ま
す
。
恒

例
の
宝
探
し
な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り

だ
く
さ
ん
。

日　
９
月
14
日
㈯
～
23
日
㈷

場　
ア
ク
ア
ス
前
砂
浜

石
見
海
浜
公
園
サ
ン
ド
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
３
in
ア
ク
ア
ス
イ
ベ
ン
ト
情
報

Ａ
級
＆
Ｂ
級
＆
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
テ

ン
ト
村

華
道
家
元
池
坊
浜
田
支
部

花
展

全
日
本
写
真
連
盟
浜
田
支
部

写
真
展

第
64
回
五
風
書
展

交
歓
吟
詠
剣
詩
舞

合
同
発
表
大
会

第
64
回
浜
田
市
連
合
俳
句
会

浜
田
ホ
ト
ト
ギ
ス
俳
句
大
会

親
か
ら
は
じ
め
る

　
　
　
　
縁
結
び
交
流
会

浜
田
市
文
化
祭
協
賛
行
事

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

石
見
海
浜
公
園
サ
ン
ド
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
３
in
ア
ク
ア
ス
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場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

企
画
展
「
一
木
一
草
に
神
を
み
る　

自
然
と
美
術
」

　

古
来
日
本
人
は
、
自
然
に
一
体
感

を
覚
え
な
が
ら
同
時
に
自
然
を
畏お

そ

れ

敬
い
、
信
仰
の
対
象
と
も
し
て
き
ま

し
た
。
山
川
草
木
の
中
に
神
性
を
覚

え
る
感
覚
は
、
今
の
時
代
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
本
展
は
、
自
然
の

姿
を
様
々
に
表
現
し
た
美
術
作
品
を

通
し
、
人
々
が
自
然
に
よ
せ
て
き
た

思
い
を
探
る
展
覧
会
で
す
。

日　
９
月
14
日
㈯
～
11
月
４
日
（振）

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
（
展

示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時
ま
で
）

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｄ

料
　

一
般
１
、
０
０
０
円（
８
０
０
円
）

　

大
学
生　

６
０
０
円（
４
５
０
円
）

　

小
中
高
生
３
０
０
円（
２
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

料
金
で
す
。

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料
で
す
。

敬
老
週
間
は
6５
歳
以
上
が
無
料
で
す

　

９
月
15
日
㈰
か
ら
21
日
㈯
の
１
週

間
は
、
65
歳
以
上
の
人
は
石
見
美
術

館
入
館
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

大
和
証
券
グ
ル
ー
プ　

presents

辻
井
伸
行
日
本
ツ
ア
ー
「
シ
ョ
パ
ン

＆
リ
ス
ト
」

　

２
０
０
９
年
ヴ
ァ
ン
・
ク
ラ
イ

バ
ー
ン
国
際
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ク
ー
ル

で
日
本
人
と
し
て
初
め
て
優
勝
。
国

内
外
で
絶
賛
さ
れ
た
音
色
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日　
12
月
１
日
㈰

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

曲
目

シ
ョ
パ
ン　

ノ
ク
タ
ー
ン
第
20
番

「
遺
作
」
／
ノ
ク
タ
ー
ン
第
18
番

ほ
か

リ
ス
ト　
愛
の
歌　

第
３
番
／
ラ
・

カ
ン
パ
ネ
ラ
ほ
か

料　
全
席
指
定

　

Ｓ
席　
　
　

６
、
８
０
０
円

　

Ａ
席　
　
　

５
、
８
０
０
円

　

Ｂ
席　
　
　

４
、
８
０
０
円

※　

友
の
会
会
員
は
、
各
席
３
０
０

円
引
き

※　

曲
目
・
曲
順
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※　

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
11

月
24
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

遺
産
相
続
・
遺
言
・
不
動
産
の
売

買
・
名
義
変
更
登
記
・
お
金
の
貸
し

借
り
・
借
金
・
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
悪
質
商
法
・
会
社
の
登
記
・
裁
判
・

調
停
・
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産

管
理
な
ど
、
様
々
な
法
律
相
談
や
登

記
相
談
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

益
田
会
場

日　
９
月
19
日
㈭

　

午
後
１
時
～
５
時

場　
益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な

ろ
館

料　
無
料

予
約
先　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐

２
３
４
）

受
付
時
間

　

平
日
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

※　

予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
１
４
０
２
）

　

一
斉
相
談
会
（
法
律
相
談
）
を
開

催
し
ま
す
。

日　
９
月
27
日
㈮

　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

※　

弁
護
士
１
人
が
担
当
し
ま
す
。

料　
原
則
無
料
（
３
回
目
以
降
の
継

続
相
談
か
ら
有
料
と
な
り
ま
す
。）

相
談
時
間　
40
分
以
内

予
約
方
法　
事
前
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
４
５
１
４
）

　

浜
田
養
護
学
校
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
本
校
の
教
育
や
特
別
支
援
教

育
に
つ
い
て
、
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
学
校
公
開
を
実
施
し
ま
す
。

見
学
（
学
校
紹
介
・
施
設
見
学
な
ど
）

日　
９
月
30
日
㈪

　

午
前
９
時
45
分
～
正
午

体
験
学
習
（
中
学
部
）

日　
10
月
９
日
㈬
・
10
日
㈭

　

午
前
９
時
45
分
～
午
後
０
時
35
分

場　
浜
田
養
護
学
校

申
込
締
切
日　
９
月
13
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
浜
田
養
護

学
校
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
養
護
学
校　

天
津
さ

ん
・
木
下
さ
ん
・
佐
々
木
さ
ん

（
☎
�
２
２
０
０
・
▢ＦＡＸ
�
２
２
０

１
）

http://w
w
w
.shim

anet.ed.jp/
ham

adayougo/

　

県
立
体
育
館
は
、
耐
震
工
事
に
伴

い
当
分
の
間
、
休
館
し
ま
す
。

工
事
・
休
館
期
間
（
予
定
）

　

10
月
１
日
㈫
～
平
成
26
年
３
月
31

日
㈪

※　

休
館
期
間
中
は
、
石
見
武
道
館

を
年
末
年
始
（
12
月
29
日
㈰
～
平

成
26
年
１
月
３
日
㈮
）
を
除
き
、

毎
日
開
館
し
ま
す
。
ア
リ
ー
ナ
及

び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
な
ど
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

月
曜
日
は
石
見
武
道
館
で
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

体
操
教
室
は
浜
田
高
等
学
校
体
育

館
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

※　

そ
の
ほ
か
の
日
は
従
来
ど
お
り

利
用
で
き
ま
す
。

問　
県
立
体
育
館
（
☎
�
１
２
０
１
）

　

石
見
武
道
館
（
☎
�
７
１
７
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

一
斉
相
談
会
（
法
律
相
談
）

浜
田
養
護
学
校

学
校
公
開
（
後
期
）

県
立
体
育
館
休
館
の

お
知
ら
せ
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 20,027 20,241 22,624 42,865
金 城 1,926 2,213 2,397 4,610

旭 1,420 1,508 1,609 3,117
弥 栄 699 694 763 1,457
三 隅 2,897 3,096 3,430 6,526
合 計 26,969 27,752 30,823 58,575

人　口（７月末現在）

（単位：人）

　浜田城跡に登ると、まず目に入るのが、浜田藩追懐の碑です。
　この碑は、平成元年９月23日、市民参加により建立されたものです。元和５年
（1619年）の浜田藩成立以来、17藩主18代、248年に及ぶ政治・経済・文化など
の集大成として顕彰するとともに、先人の事績をたずね、遺徳を偲ぶというもの
で、浜田の文化の灯となりました。
　中央の碑文「浜田城」は、当時の大谷久満浜田市長が歴史小説家として著名な
司馬遼太郎氏に依頼し、司馬氏と親交の深かった郷土出身の作家である三浦浩氏
の尽力によって、執筆が実現したものです。司馬遼太郎氏は、ＮＨＫの大河ドラ
マにもなった著書「花神」の中で、第二次長州出兵（石州口の戦）の記述をする
など、浜田の歴史に深い関心を寄せていました。
　碑文には、「石見人は誇りたかくその誇るべき根拠はただ石見人であることな
のである」とあり、幾多の試練と闘いながら生きてきた石見人の気質が見事に描
かれています。

編集・発行　浜田市広報情報課
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ 0855‒22‒7840（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp
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E-mail:info@city.hamada.shimane.jp
〒697‒8501 島根県浜田市殿町1番地
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☎32–2800
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浜田藩追懐の碑


